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§４．提供 SDK 
 
4-1．概要 
本仕様書は、新ハンディターミナル DT-9700 のカシオライブラリ機能に関して述べたものです。 


以下のライブラリは全て DT-9700 のみで動作可能です。ハードウェア固有の機能を使用していますので、他の


WindowsCE.NET 機では、利用できません。また、ライブラリ本体は、ROM に内蔵しています。利用する際は、


ライブラリ本体は、マシンにインストールしなくても利用できます。 


 
■Export SDK 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-9700 のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。本 SDK を開発環境(Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ eMbededded Visual C++ 4.0 ＋ ＳＰ１)がインストール済みのＰＣにイ


ンストールすることによって DT-9700 用のアプリケーションが開発できるようになります。 


 


■システムライブラリ 
キー制御／電源制御等、予め本体に搭載している機能に対する拡張及び補助機能をライブラリで提供します。 


 


■プリンタライブラリ 
本体に搭載しているプリンタを制御するためのライブラリです。本ライブラリを利用することによって、アプリケー


ションからプリンタを詳細に制御することが出来ます。 


 


■ＢＣＤ演算ライブラリ 
四則演算及びべき乗の計算において演算精度を向上させるためのライブラリです。 


 


■Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ライブラリ 
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈライブラリは、本体に内蔵していますＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを利用して通信を行うためのライブラリで


す。本ライブラリを使用することによってアプリケーションからＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を利用することができます。 


 


■SOBR ライブラリ  
本体の 8pin シリアルに接続するスキャナ（DT-9650BCR, DT-9656BCR）-を利用するためのライブラリです。詳細仕様に


ついては、現在検討中です。 
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■開発環境 
 


 


 


 


 


■通信ポート名と番号 


Win32 API の CreateFile 関数を使用して通信する場合、以下のポート名および番号を使用してください。 


通信インターフェイス  ポート名・番号 備考 


8pin シリアル  COM1  


拡張 14pin  COM４  


赤外線 Raw-IR IRD1  


 IrCOMM（IrDA） COM3  


 ASK ASK1  


Bluetooth シリアル接続 COM5  


 ダイアルアップ BTP1  


 LAN over PPP BTP2  


PC カード シリアルカード COM2  


・Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ eMbededded Visual C++ 4.0 ＋ ＳＰ１
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§４-2．Export SDK 
 


4-2-1.機能 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔから提供されています開発環境で DT-9700 のアプリケーションが開発できるようにするための SDK


です。 


 


4-2-2.動作環境 
■機種    下記機能を有する PC 


■OS    Windows2000(SP2 以降)または、WindowsXP Professional 


■CPU     PentiumⅡ 266MHz 以上 


■RAM     128MB 以上 


■空き Disk  1.7GB 以上 


 


4-2-3.開発環境 
■ Microsoft eMbedded C++ Version4.0 ＋ SP1 


 


4-2-4.提供ファイル 
■DT-9700_SDK.msi  SDK インストールアプリケーション（JPN） 


 


4-2-5.使用方法 
1. SDK インストールアプリケーションを開発環境をインストールした PC 上で実行します。 


先に開発環境をインストールしておく必要があります。 


2.以下 eMbedded C++ Version4.0 での操作について説明します。 


3. 1.の「SDK のインストール」を行うと、プラットフォームに DT-9700 が追加されます。 


4. ビルドメニュー/アクティブプラットフォームの設定で DT-9700 を選択します。 


5. ＣＰＵの選択は、ArmV4T にしてビルドしてください。 


6. 他のCEバージョンで開発したアプリケーションを移植するには、基本的に本SDKでのリビルドが必要です。


またその他の操作については、Pocket PC のアプリケーションを開発する作業と同様な作業で本 SDK を使


用したアプリケーションを開発する事ができます。 
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§４-3．システムライブラリ 
 


4-4  


分類 関数名 機能 
ｼｽﾃﾑﾗ


ｲﾌﾞﾗﾘ CLBSetBootableButtons Wakeup 要因による電源 ON 許可/禁止 


 CLBGetBootableButtons Wakeup 要因による電源許可/禁止の取


得 
 CLBSetOffMaskTime 電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する 
 CLBGetOffMaskTime 電源 ON 後 OFF を禁止する時間の取得 
 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFF を禁止する 
 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFF を許可する 
 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disable を取得する 
 CLBAPODisable APO を禁止する 
 CLBAPOEnable APO を許可する 
 CLBAPOGet APO の禁止/許可状態を取得する 
 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
 CLBSetIndicator LED の点灯/消灯 
 CLBGetIndicator LED の点灯状態取得 
 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源


切状態にする 
 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電


源入状態にする 
 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
 CLBSetKeyLock ｷｰ Lock の許可/禁止 
 CLBGetKeyLock ｷｰ Lock の許可/禁止の取得 
 CLBSetCPUMode CPU 周波数制御の設定 
 CLBGetCPUMode CPU 周波数制御の取得 
 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
 CLBGetDeviceIDCode EEPROM に書き込まれている Device 


ID の取得 
 CLBGetUserIDCode EEPROM に書き込まれている User ID


の取得 
 CLBPrepareLED LED 点灯準備関数 
 CLBUpdateLED LED 点灯関数 
 CLBSetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 設定切り替え 
 CLBGetWakeOnModules ﾓｼﾞｭｰﾙの WakeOn 設定取得 
 CLBSetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの設定 
 CLBGetUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの取得 
 CLBDeleteUserDefineKey ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの削除 
 CLBGetDefaultKey 既定ｷｰの取得 
 CLBSetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の設定、ｷｰﾎﾞｰ


ﾄﾞﾄﾞﾗｲﾊﾞに設定通知 
 CLBGetUserDefineKeyState ﾕｰｻﾞ定義ｷｰの有効/無効の取得 
 CLBSetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効


の設定 
 CLBGetResetUserDefineKeyState ﾘｾｯﾄ時のﾕｰｻﾞ定義ｷｰ無効の有効/無効


の取得 
 CLBSetBootableButtons Wakeup 要因による電源 ON 許可/禁止 
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 CLBGetBootableButtons Wakeup 要因による電源許可/禁止の取


得 
 CLBSetOffMaskTime 電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する 
 CLBGetOffMaskTime 電源 ON 後 OFF を禁止する時間の取得 
 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 


 


 


§４-4．プリンタライブラリ 
プリンタライブラリについては、現在検討中です。 
分類 関数名 機能 
プリンタライブラリ PRNOpen プリンタを使用するための初期化を行い、


プリンタの電源を入れます。 
 PRNClose プリンタを開放し、プリンタの電源を切りま


す。 
 PRNInitializePrinter プリンタの設定を初期化します。 
 PRNPrintScreen フルスクリーン画面を印字します。 
 PRNPrintWindow クライアントウィンドウを印字します。 
 PRNTextOut テキストデータを印字します。 


(ESC コマンドの送信する事も可能です) 
 PRNImageOut ビットイメージを印字します。 
 PRNBarcodeOut 指定されたバーコードを印字します。 
 PRNBMPOut 指定された Bitmap を印字します。ただし、


白黒 2 色の Bitmap のみ印字可能です。 
 PRNCheckMarker マーカ位置まで紙送りします。 
 PRNGetStatus 現在のプリンタの状態を取得します。 
 PRNGetLastError 最後に印字した時のプリンタのエラー状態


を取得します。 
 PRNSetPaperWidth 使用する用紙の用紙幅を指定します。 
 PRNGetPrinterInformation プリンタの各種設定状態を取得します。 
 PRNRegisterParameterTable 用紙別のパラメータテーブルを登録しま


す。標準でサポートしている用紙のパラメー


タテーブルもこの関数を使用して変更する


ことが可能です。 


 


§４-5．ＢＣＤ演算ライブラリ 
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分類 関数名 機能 
BCD 演算ＬＩＢ bcd_mov 数値の代入 
 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
 bcd_abs 数値の絶対値 
 bcd_modfint 数値の整数部 
 bcd_modflow 数値の小数部 
 bcd_sign 数値の符号 
 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
 bcd_pow べき乗 
 bcd_log10 常用対数 
 bcd_accuracy 演算精度の設定 
 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 
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§４-6．Bluetooth ライブラリ 
 
分類 関数名 機能 


Buetooth BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放


します。 


 BTLib_GetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を取


得します。 


 BTLib_SetLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報を設


定します。 


 BTLib_RegistLocalInfo DT-9700本体のBluetoothデバイス情報をレ


ジストリに登録します。 


 BTLib_Inquiry 


Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行


して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取


得します。 


 BTLib_GetDeviceHandle 
Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器


のデバイスハンドルを取得します。 


 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得しま


す。 


 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取


得します。 


 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


 BTLib_SetPassKey DT-9700本体のPassKeyを設定します。 


 BTLib_CreateBond 指定したBluetooth機器に対してボンド要求を


行います。 


 BTLib_RegistDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録しま


す。 


 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索し


て取得します。 


 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除し


ます。 


 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を


取得します。 


 
 


BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定し


ます。 
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4-7  


 


§４-７SOBR ライブラリ 
 


分類 関数名 機能 WWE Japanese 
SORB ﾗｲﾌﾞﾗﾘ SOBROpen COM ポートの初期化及び電源 ON ○ ○ 


 SOBRClose COM ポートの解放及び電源 OFF ○ ○ 
 SOBR9650Send OBR に 対 し て コ マ ン ド を 送 信


(DT-9650 専用) ○ ○ 


 SOBR9656Send OBR に 対 し て コ マ ン ド を 送 信


(DT-9656 専用) ○ ○ 


 SOBRReceive 受信データの読み出し ○ ○ 
 SOBRStatus 受信状態の確認 ○ ○ 
 SOBRClear 受信バッファ、及び受信状態をクリア ○ ○ 
 SOBRSetEventNotification データ取得通知方法をイベント/メッ


セージから選択 
○ ○ 


 SOBRGetEventNotification 選択されているデータ通知取得方


法を確認 
○ ○ 


   ○ ○ 
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§1．概要 
本仕様書は、ハンディターミナル DT-9700 に搭載するアプリケーションの機能仕様に関して述べたものです。 


1-1.Microsoft Application 
Microsoft が提供する Application 及び Module について説明します。 


 


1-1-1.本体内蔵 Application 
本体 ROM に内蔵される Microsoft Application は以下のとおりです。 
ソフトウェア名 機能 


File Explorer エクスプローラ 


ActiveSync クライアント アクティブシンク 


SIP ソフトウエアキーボード 


PocketIME 仮名漢字変換 


SHELL シェル 


PC との接続 PC との接続方法を指定 


ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの削除 インストールされたアプリケーションの削除 


ｼｽﾃﾑ システム情報の設定及び表示 


ｽﾀｲﾗｽ スタイラスの設定 


ﾀﾞｲﾔﾙ 電話回線使用時のダイヤルパターンの設定 


ﾈｯﾄﾜｰｸとﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟ接続 ネットワークとダイヤルアップ接続の作成 


ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 起動時に入力するパスワードの設定 


ﾊﾟﾜｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ バッテリ状態表示／サスペンドモード移行時間


ﾎﾞﾘｭｰﾑ&ｻｳﾝﾄﾞ 音量／音を鳴らす場面の設定 


画面 背景／配色／バックライト消灯までの時間設定


記憶領域ﾏﾈｰｼﾞｬ FROM のフォーマット 


所有者情報 所有者に関する情報の設定 


証明書 証明書の編集 


地域 表記の設定（言語／数値／通貨／日付時刻） 


日付/時刻 日付及び時刻の設定 


入力ﾊﾟﾈﾙ 入力パネル使用時の入力方法の設定 


ﾘﾓｰﾄﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ ﾘﾓｰﾄﾞ操作ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 


ﾒﾃﾞｨｱﾌﾟﾚｰﾔｰ 音声/動画再生ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 


※「PC との接続」以降はコントロールパネル内にあるアプリケーションです 


 


1-1-2.本体内蔵 Module 
本体 ROM に内蔵される Microsoft Module は以下のとおりです。 
ソフトウェア名 機能 


OBEX ObjectExchangeProtocol 


XML MSXML3.0 


VPN VirtualPrivateNetwork(PPTP) 


EAP ExtensibleAuthenticationProtocol 


Jscript JScript5.5 


Network redirector PC とのネットワーク共有 


 


1-1-3.ホストユーティリティ 
ホスト（ＰＣ）側で使用する Microsoft Application は以下のとおりです。 
ソフトウェア名 機能 


ActiveSync3.5 以上 Microsoft 提供のﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ SOFT 
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1-2.CASIO Original Application 


CASIO が提供する Application について説明します。 


 
1-2-1.本体内蔵 Application 


本体 ROM に内蔵されているアプリケーションは以下のとおりです。 
ソフトウェア名 機能 


ﾒｰﾙｿﾌﾄ 電子ﾒｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  


ﾌﾞﾗｳｻﾞｿﾌﾄ  IE 5.5 ﾓｼﾞｭｰﾙ採用ﾌﾞﾗｳｻﾞ  


ﾌﾟﾘﾝﾀ設定 搭載ﾌﾟﾘﾝﾀの各種設定 


SIP ｵﾘｼﾞﾅﾙ大型ﾎﾞﾀﾝ 


FLCE 通信ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


FCHKCE ﾌｧｲﾙﾁｪｯｸﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


自動ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾘｾｯﾄ時の自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行 


ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾂｰﾙ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾂｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


自動復旧ﾂｰﾙ ﾌﾙﾘｾｯﾄ発生時のｼｽﾃﾑ復旧ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


Contrａst/Bａcklight ｺﾝﾄﾗｽﾄ/ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ設定ﾂｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


日付と時刻ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞﾂｰﾙ 日付と時刻を開く際のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設定 


IME 設定 IME ﾂｰﾙﾊﾞｰを表示/非表示に設定 


本体ｺﾋﾟｰﾂｰﾙ 端末間ｺﾋﾟｰﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


電卓 四則演算ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


Welcome ｳｨｻﾞｰﾄﾞ Welcome 起動設定ﾂｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


File Viewer Word/Excel/PDF 等のﾌｧｲﾙﾋﾞｭｰｱ 


Bluetooth 設定ﾂｰﾙ Bluetooth 環境設定ﾂｰﾙﾕｰﾃｨﾘﾃｨ 


 


 


1-2-2.インストールソフトウェア 


本体 ROM に内蔵されないアプリケーションは以下のとおりです。 


使用する際には、予め本体にインストールする必要があります。 
分類 ソフトウェア名 機能 


Driver 無線 LAN Driver  
 DoPa Driver  
   
設定ツール DoPa 設定 Utility DoPa 接続ユーティリティ 


   


ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ プリンタデモアプリケーション プリンタのデモンストレーションアプリ


 


 


1-2-3.ホストユーティリティ 


ホスト（ＰＣ）側で使用するアプリケーションは以下のとおりです。 
ソフトウェア名 機能 


LMWIN FLINK による Up/DownLoader 
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§2．Microsoft Application 
 


2-1.本体内蔵 Application 
本体に内蔵される Microsoft Application について説明します。 


 


2-1-1.File Explorer 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが提供するファイル管理プログラムです。 


 


2-1-2.ActiveSync クライアント 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが提供する PC との通信を行うためのクライアントプログラムです。 


（１）PC との ActiveSync の接続法 


 パソコンとのシリアルによる接続は、以下のような手順により行います。 


  1. [スタート]-[設定]-[コントロールパネル]を選択して、コントロールパネルを開きます。 


  2. コントロールパネルの中の「PC との接続」を選択します。 


  3. PC との接続が“シリアル”であることを確認します。 


   “シリアル”でなかった場合は、PC との接続の変更ボタンを押して、リストボックスから“シリアル”を選んで 


   [OK]ボタンを押します。PC との接続ダイアログも[OK]ボタンを押して終了します。 


  4. パソコンとシリアルケーブルで接続すると、パソコンにインストールされている AｃtiveSync が自動的に   


   起動されます。パソコンとシリアルケーブルで接続しても ActiveSync が自動的に起動されなかった場合は 


   Windows フォルダ内にある「repllog.exe」を起動してパソコンとの接続を行ってください。 


   ※ ブリッジ サテライト I/O ボックス経由での PC との ActiveSync 接続については、ブリッジ サテライト  


     I/O ボックスの機能仕様書を参照願います。 


（２）ActiveSync でのファイルの同期について 


 本機の MyDocument フォルダ内にパソコンとの同期ファイルを置くことが出来ます。 


 本機では、OutLook アプリケーションとの同期（仕事、予定表、連絡先）は行うことは出来ません。 


（３）ＬＡＮを利用した ActiveSync 接続法 


 パソコンとのＬＡＮ経由にによる接続は、以下のような手順により行います。 


  1. ＩｒＤＡ，シリアル及びＩ/O ボックスを利用して、パソコンとパートナーシップを結びます。 


  2. 接続又は、ケーブルを抜きＬＡＮを動作させます。 


  3. [スタート]-[プログラム]-[通信]-[ＬＡＮ ＡｃｔｉｖｅＳｙｎｃ]を選択します。 


  4. ダイアログが表示されるので、「ネットワーク接続」を選択して接続します。 


 


2-1-3.SIP 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが提供するソフトウェアキーボードです。 
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2-1-4.PocketIME 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが提供する仮名漢字変換ソフトウェアです。 
人名及び地名辞書をもっています。 


ＪＰＮ版のみ搭載されます。 


 
2-1-5.PC との接続 


コントロールパネルにある、PC との接続方法を設定するツールです。 


PC との接続方法をコンボボック内に表示されているものから選択します。 


 


                    


 


2-1-6.アプリケーションの削除 
コントロールパネルにある、インストールされているプログラムを削除するツールです。 


本体に内蔵されているプログラムは削除できません。 
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2-1-7.キーボード 
キーボード入力の際の、文字のリピートまでの待ち時間とリピートの間隔を設定するツールです。 


 


               
 
2-1-8.システム 


コントロールパネルにある、ハードウェア情報の確認／メモリの割り当ての設定／デバイス名称の設定／ 


著作権情報の確認を行うツールです。 


 


2-1-9.スタイラス 


コントロールパネルにある、ダブルタップの速度調整及びタッチパネルの座標補正を行うツールです。 


 


             


 


2-1-10.ダイヤル 


ダイアルアップ接続を行う際のダイヤルパターンを、発信元毎に設定します。内線・外線発信や市外電話、国際電話をかけ


る場合に発信元の地域に応じたダイヤルを発信させることが出来ます。 
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2-1-11.ネットワークとダイヤルアップ接続 


モデムカードや Bluetooth 携帯電話を使用したダイアルアップ、Bluetooth アクセスポイントを使用した LAN 接続を行う


ときに使用します。電話カードを使用したダイアルアップは、カードメーカが提供するユーティリティで設定してください。 


有線／無線 LAN カードを使用した LAN 接続を行う場合は、カードを挿入すると自動的にネットワーク接続アイコンが追


加されるので、そのアイコンをタップして「プロパティ」を選択し変更するか、またはカードメーカが提供するユーティリティで


設定します。 
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2-1-12.パスワード 


コントロールパネルにある、本体起動前に入力するパスワードを設定するツールです。パスワードを設定すると


起動時にパスワードを入力するチェックボックスが選択できるようになります。 


 


     


 


2-1-13.パワーマネージメント 


コントロールパネルにある、本体を使用していないときに自動的に電源を切るまでの時間(サスペンドするまでの


時間)／省電力動作モードの設定／バッテリの残量の確認を行うツールです。 


 


2-1-14.ボリューム＆サウンド 


コントロールパネルにある、音量の調整及び音を鳴らす場面と音の種類の設定を行うツールです。 


 


     


 


2-1-15.画面 


コントロールパネルにある、背景／デスクトップの配色を設定するツールです。 
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2-1-16.記憶領域マネージャ 


コントロールパネルにある、FROM のフォーマットを行うツールです。 


FROM のフォーマットを実行すると、FlashDisk 内にあるフォルダ及びファイルは全てクリアされます。 


FROM をフォーマットする手順には２通りあります。 


 【手順１】 


 記憶域のプロパティ画面で[非マウント]ボタンをタップして、フォ 


 ーマット可能な状態（パーティションの”*”がない状態）にします。 


 [フォーマット]ボタンをタップすると、確認ダイアログが表示され 


 ます。 


  


 


 


 


 


 


 


 


 記憶域のプロパティ画面で[プロパティ]ボタンをタップすると、パ 


 ーティションのプロパティ画面が表示されます。 


 [非マウント]ボタンをタップしてフォーマット可能な状態（フラグの 


 値が０）にします。 


 [フォーマット]ボタンをタップすると、フォーマット画面が表示され 


 ます。 


 


 


 


 


[スタート]ボタンをタップすると確認ダイアログが表示され、 


 [はい]をタップするとフォーマットを開始します。 


  


 


 


 


 


 


 


 


2-6  







     CASIO CONFIDENTIAL                             


 フォーマットが終了すると、フォーマット完了のメッセージが 


 表示されます。 


 最後に、パーティションのプロパティ画面に戻り、[マウント]ボ 


 タンをタップして、FROM のフォーマットは完了します。 


 なお、マウントを実行しないと、FROM（FlashDisk）にファイル 


 を書き込むことができません。 


 


 


 


 


2-1-17.所有者情報 


コントロールパネルにある、所有者に関する情報を設定するツールです。 


本体を起動時に所有者情報、または、メモを表示するには、チェックボックスをチェックします。 


     


 


2-1-18.証明書 


コントロールパネルにある、信頼する証明書一覧を編集するツールです。 
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2-1-19.地域 


コントロールパネルにある、地域／数値／通貨／日付／時刻の表示方法や書式を設定するツールです。 
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2-1-20.日付/時刻 


コントロールパネルにある、日付及び時刻を設定するツールです。別に提供するパスワードツールによりパスワ


ードを設定した場合は、このプロパティを開く際に、パスワードを求められます。パスワードがかかるため、末端の


ユーザーが容易に日付と時間を直すことが出来なくなります。 


（ただし、パスワードを設定しても、ActiveSync 及び LMWin を利用し、接続した PC との時間の同期を行うオプション指定


を有効にすると時間の同期を行ってしまいます。） 


 


             
 


2-1-21.入力パネル 


コントロールパネルにある、入力パネル使用時の入力方法を設定するツールです。コンボボックスに指定された


ものがキーボードを表示させたときのデフォルトになります。 


 


 


 


 


 


 


2-2.ホストユーティリティ 
ホスト（PC）にインストールされる Microsoft Application について説明します。。 


 


2-2-1.ActiveSync3.5 
Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが提供する端末と通信を行うための PC 側のソフトウェアです。 
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§3．CASIO Application 
 


3-1.本体内蔵 Application 
CASIO が提供する本体に内蔵される Application について説明します。 


 


3-1-1.メールソフト 


メールは、Microsoft の Inbox モジュールを使用したメールソフトです。 


メイン画面／表示及び作成画面の２つの画面で構成され、メールの送受信，転送，返送，ファイル添付送信が 


可能です。 


 


メイン画面は指定したフォルダ下にあるメールをリスト表示します。 


メニューの構成は以下のとおりです。 
  ［ファイル］－［開く］            ：指定したメールを開く 
  ［ファイル］－［移動］            ：指定したメールを移動 
  ［ファイル］－［コピー］           ：指定したメールをコピー 
  ［ファイル］－［削除］            ：指定したメールを削除 
  ［ファイル］－［フォルダ］          ：フォルダの新規作成と名称変更 
  ［ファイル］－［削除済みアイテムを空にする］ ：［削除済みアイテム］内のメールを削除 
  ［ファイル］－［終了］            ：終了 
  ［作成］－［メッセージの作成］        ：メールの新規作成 
  ［作成］－［差出人へ返信］          ：差出人への返信メールの作成 
  ［作成］－［全員へ返信］           ：全員への返信メールの作成 
  ［作成］－［転送］              ：転送メールの作成 
  ［作成］－［状態］              ：メール件数の表示 
  ［サービス］－［接続］            ：指定したサービスでメールサーバに接続 
  ［サービス］－［オフラインフォルダ］     ：指定したフォルダをオフライン用にする 
  ［サービス］－［メールの送受信］       ：メールの送受信 
  ［サービス］－［フォルダの同期］       ：フォルダの同期 
  ［サービス］－［すべてクリア］        ：選択したテキストの削除 
  ［サービス］－［全文をサーバーからコピー］  ：メッセージの全文をサーバーからコピー 
  ［サービス］－［オプション］         ：オプション設定 
  ［移動］－［アドレス帳］           ：アドレス帳の編集 
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ツールバーアイコンの構成は以下のとおりです。 
  ［メッセージの作成］  ：メールの新規作成 
  ［差出人へ返信］    ：差出人への返信メールの作成 
  ［全員へ返信］     ：全員への返信メールの作成 
  ［転送］        ：転送メールの作成 
  ［削除］        ：メールの削除 
  ［オフラインフォルダ］ ：指定したフォルダをオフライン用にする 
  ［メールの送受信］   ：メールの送受信 
  ［接続］        ：指定したサービスでメールサーバに接続 
 


表示画面はメイン画面で指定したメールのヘッダ部（差出人／CC／件名）と本文を表示します。 


作成画面はメイン画面で指定したメールのヘッダ部（宛先／CC／件名）と本文を表示します。 


メニューの構成は以下のとおりです。 
  ［ファイル］－［送信］       ：作成したメールの送信 
  ［ファイル］－［上書き保存］    ：作成したメールの保存 
  ［ファイル］－［添付ファイル］   ：添付ファイルを開く／追加／表示 
  ［ファイル］－［大きいフォント］  ：大きいフォントで表示 
  ［ファイル］－［閉じる］      ：表示及び作成画面を閉じる 
  ［編集］－［元に戻す］       ：１つ前の状態に戻す 
  ［編集］－［切り取り］       ：選択したテキストの切り取り 
  ［編集］－［コピー］        ：選択したテキストのコピー 
  ［編集］－［貼り付け］       ：クリップボードにあるテキストの貼り付け 
  ［編集］－［すべて選択］      ：画面上のすべてのテキストを選択状態にする 
  ［編集］－［クリア］        ：選択したテキストの削除 
  ［編集］－［言語］         ：表示する言語の指定 
  ［作成］－［宛先の確認］      ：入力した宛先のチェック 
  ［作成］－［アドレス帳］      ：アドレス帳の編集 
  ［作成］－［ヘッダーの表示］    ：ヘッダーの表示 
  ［作成］－［オプション］      ：オプション設定 
 
ツールバーアイコンの構成は以下のとおりです。 


  ［送信］              ：作成したメールの送信 
  ［切り取り］            ：選択したテキストの切り取り 
  ［コピー］             ：選択したテキストのコピー 
  ［貼り付け］            ：クリップボードにあるテキストの貼り付け 
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  ［ファイルの添付］         ：添付ファイルの追加 
  ［添付ファイルの表示］       ：添付ファイルの表示 
 


 


3-1-2.ブラウザソフト 
ブラウザソフトは、Microsoft の Internet Explorer 5.5 のモジュールを使用したソフトウェアです。 


セキュリティ機能は、Kerberos, TLS Ver. 1.0, SSL Ver. 2.0 and 3.0, SGC をサポートします。 


また、搭載する JSｃript5.5 は、ECMA 262 language specification (ECMAScript Edition 3)に準拠しています。 


 


ツールバーアイコンの構成は以下のとおりです。 


       １つ前のページに戻る 


       次のページに進む 


       現在のページをリロードして更新する 


       スタートページを表示する 


       お気に入りメニューの表示 


        ・お気に入りへの追加及び編集 


        ・お気に入りのページの表示 


 


 


 


 


 


メニューの構成は以下のとおりです。 
  ［メニュー］－［開く］      ：HTML,JPEG ファイルの表示 


  ［メニュー］－［名前を付けて保存］：HTML,TEXT,GIF,BMP 形式での保存 


  ［メニュー］－［編集］      ：ページ内のテキストの編集 


  ［メニュー］－［画面に合わせる］ ：ページの縮小表示切替 


  ［メニュー］－［アドレスバー］  ：アドレスバー表示切替 


  ［メニュー］－［文字のサイズ］  ：表示文字の大きさの指定 


  ［メニュー］－［言語の指定］   ：表示文字の指定 


  ［メニュー］－［全画面表示］   ：メインメニュー、ツールバーなどを表示しない 
  ［メニュー］－［履歴］      ：履歴リストにあるページへの移動 


  ［メニュー］－［ページの検索］  ：ページ内のテキストの検索 


  ［メニュー］－［オプション］   ：セキュリティ等のオプション設定 


  ［メニュー］－［プロパティ］   ：ページのプロパティ表示 


  ［メニュー］－［終了］      ：ブラウザの終了 


 


 


 


 


 
3-3  







     CASIO CONFIDENTIAL                             


3-1-3.プリンタ設定 
プリンタ設定ツールは、印字に必要な各種機能の設定・変更を行います。このプリンタ設定ツールは、コントロー
ルパネルに保存されていますので、必要に応じて起動して下さい。 
 
1.機能一覧 
下記にプリンタ設定ツールの設定一覧を示します。これらの設定はレジストリに保存されるため、リセット時も保
持されます。初期化する場合は、ESC の初期化コマンドを送信するか、フルリセットを実行して下さい。 
（フルリセットを行っても、用紙幅を５８ｍｍに指定し印刷が行われた後では、用紙幅を変更できません） 


機能分類 機能名称 備考 
用紙種類指定 5 種類 


用紙設定 
用紙幅指定 58mm/80mm 
印字濃度指定 9 段階 


印字品質設定 
印字速度指定 高速／低速(高品位)／グラフィック 
オートローディング指定 有効／無効 
プリヒート指定 有効／無効 機能設定 
エラー時印字継続指定 有効／無効 


状態表示 プリンタステータス プリンタ状態の表示と確認 
 


2.プリンタ設定ツール機能概要 
プリンタの各種機能の設定・変更を行います。 


2-1.用紙・書式設定 
2-1-1.初期状態表示 
ダイアログオープン時の初期状態は、現在設定されている設定値を取得し、表示します。 


     【用紙・ 質】 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


    【プリン


 


 


 


 


 


 


 


 
  
 
    設定を
     「OK
    複数の

品


タ制御】 


有効にするには「OK」ボタンを押下して下さい。 
」ボタンの押下により設定状態を更新してダイアログ画面が消えます。 
設定を続けて行う場合は、全ての変更を行った後に「OK」ボタンを押下して下さい。 
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2-1-2.用紙設定機能 


印刷に使用する用紙を指定します。これにより、指定された用紙に最適なパラメータで印字します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
   ■コンボボックスの用紙リストより、使用する用紙を選択します。 
    印刷用紙を変更する場合は、再度設定し直してください。 
 
    選択可能な用紙は下記の５種類です。 
     ・F-200U9W6 
     ・HS360 
     ・AFP-235 
     ・HG56S 
     ・TLC00 
 
   ■出荷時の初期設定は「F-200U9W6」に設定されています。 
 
 


2-1-3.用紙幅設定機能 
プリンタ用紙の用紙幅の設定を行います。設定可能な用紙幅を下記に示します。ただし、58mm 幅を選択・
印字実行後は、ハードウェアの特性により 80mm 幅への変更は行えません。 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
   ■ラジオ
    選択可
    ・８０ｍ
    ・５８ｍ
 
   ■出荷

ボタンにより用紙幅を選択します。 
能な用紙幅は下記の２種類です。 
ｍ 
ｍ 


時の初期設定は「８０mm」に設定されています。 
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2-2.印字品質設定 


2-2-1.印字品濃度択機能 


印字濃度を設定します。設定可能な印字濃度は 9 段階です。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
    ■スラ
     スライ
 
    ■出荷


 


2-2-2.印字


 印字速度


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
    ■コン


     選択


      ・高
      ・低
      ・グ
    
    ■出荷


 


イダーボタンを左右に操作することで印字濃度の変更を行います。 
ダーボタンを左側に操作すると薄く、右に操作すると濃く設定することができます。 


時の初期設定は「標準濃度」（左側から５目盛目）に設定されています。 


速度選択 


を設定します。 

ボボックスの印字速度リストより印字速度を選択します。 
可能な印字速度は下記の３種類です。 
速 
速(高品位) 
ラフィック 


時の初期設定は「低速(高品位)」に設定されています。 
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2-3.プリンタ機能設定 


2-3-1.オートローディング指定 


オートローディングの有効／無効を設定します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 


    ■ラジ


     ・
     ・
  
      ペ
      ペ
      入
      「無
 
    ■出荷
      ペ


 
   ※オー


 


2-3-2.プリ


プリヒートの


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


    ■ラジ


     ・
     ・
     
    ■出荷


 


オボタンによりオートローディングの有効または、無効を選択します。 
有効（Enable） ：オートローディング機能を有効状態にします。 
無効（Disable）：オートローディング機能を無効状態にします。 


ーパーフィード量は１０ｍｍ～９６ｍｍの間で設定する事ができます。 
ーパーフィード量はオートローディングのラジオボタンが「有効」になっているときのみ 
力することができます。 


効」が選択されている場合は、ペーパーフィード量の入力は行えません。 


時の初期設定は「無効」に設定されています。 
ーパーフィード量は「５０ｍｍ」に設定されています。 


トローディング機能の有効設定は、単票紙の使用する場合にのみ行ってください。 


ヒート機能選択 


有効／無効を設定します。 

オボタンによりプリヒート機能の有効または、無効を選択します。 
有効（Enable） ：プリヒート機能を有効状態にします。 
無効（Disbale）：プリヒート機能を無効状態にします。 


時の初期設定は「無効」に設定されています。 
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2-3-3.エラー時継続印字指定 
エラーが発生した場合、継続して印字するか(印字データを保持)、印字を中止するか(印字データをクリア)を
指定します。 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


    ■ラジ


     ・
     ・
 
    ■出荷


 


2-3-４.プリ


現在のプ


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
    ■「確
      タブ
      表
 
    ■ダイ

オボタンによりエラー時継続印字機能の有効または、無効を選択します。 
有効（Enable） ：エラー時継続印字機能を有効状態にします。 
無効（Disable）：エラー時継続印字機能を無効状態にします。 


時の初期設定は「無効」に設定されています。 


ンタステータス 


リンタ状態を表示します。 

認」（英語版の場合は「Check」ボタン）ボタンの押下により最新状態を表示します。 
シートの切り替え、最小化から最大化などの「プリンタ制御」タブの再表示でも最新状態を 


示します。 


アログ起動時の初期表示は、プリンタの状態により異なります。 
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    【プリンタステータス・メッセージ一覧】 


No. 表示されるメッセージ メッセージの意味 対処 


正常 
１ 


Normal 


通常の状態です。 
プリンタに異常は発生していません。 － 


ドライバ未オープン 
２ 


Printer is not opened. 


プリンタドライバがオープンできない状態


になっています。 
リセットをして下さい。 
リセット後も同じ状態が継続し


て発生する場合はカシオテク


ノ・サービスステーションへ問


い合わせて下さい。 


ドライバロードエラー 
３ 


Driver is not loaded. 


プリンタドライバがロード出来ない状態に


なっています。 
リセットをして下さい。 
リセット後も同じ状態が継続し


て発生する場合はカシオテク


ノ・サービスステーションへ問


い合わせて下さい。 


二重オープンエラー 
４ 


Printer is already opened. 


他のアプリケーションがプリンタを使用中


です。 
他のアプリケーションがプリン


タを使用していないか確認し


て下さい。 


ハードウエア異常 
５ 


Hardware failer. 


プリンタハードウエアの異常が発生してい


ます。 
リセットをして下さい。 
リセット後も同じ状態が継続し


て発生する場合はカシオテク


ノ・サービスステーションへ問


い合わせて下さい。 


プラテンオープン 
６ 


Platen open. 


プラテンが開いています。 プラテンを閉じて下さい。 
 
 


用紙なし 
７ 


Paper end. 


用紙がありません。 用紙を設定して下さい。 
 
 


ＶＤＥＴＰ発生 
８ 


VDETP occurred. 


電池残量が少ないため、印刷ができませ


ん。 
バッテリーを交換して下さい。 


ヘッド温度エラー発生 


９ 
Head temperature error. 


プリンタヘッドの温度が高くなっていま


す。 
印刷しないでしばらく待って


下さい。 
同じ状態が継続して発生する


場合はカシオテクノ・サービス


ステーションへ問い合わせて


下さい。 
オートローディング中 


１０ 
Executing Autoloading. 


オートローディング中の状態です。 
－ 


フィード中 
１１ 


Executing paper feed. 


フィードキーによるフィード中です。 
－ 


プリンタエラー発生 
１２ 


Printer error occurred. 


プリンタドライバまたは、プリンタハードウ


エアの異常です。 
リセットして下さい。 
リセット後も同じ状態が継続し


て発生する場合はカシオテク


ノ・サービスステーションへ問


い合わせて下さい。 
     （注） メッセージ一覧の上段のメッセージは日本語版のメッセージです。 
         下段のメッセージは英語版のメッセージです。  
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3-1-４.プリンタデモアプリケーション 


プリンタデモツールは、テキストデータやグラフィックデータのサンプルを印刷します。プリンタデモツールは、デモンストレー


ション用のアプリケーションであるため SDK として配付します。必要に応じて、本体の RAM や FROM へコピーして使用し


て下さい。 


 


1.機能一覧 


プリンタデモツールの印刷内容を下記に示します。 


機能 内容 


テキスト印刷 サンプルのテキストデータを印刷します。 


グラフィックデータ印刷 サンプルのグラフィックデータを印刷します。 


画面イメージ印刷 現在表示されている画面を印刷します。 


スタンプ登録・印刷 スタンプの登録と、印刷を行います。 


外字登録・印刷 外字の登録と、印刷を行います。 


 


   プリンタの設定について 


 下記の機能に対して、プリンタ設定ツールで設定することが可能です。その他の機能に対しては、初期値、またはプリ  


 ンタデモツールの設定値で動作します。 


機能 内容 


用紙指定 用紙種類選択 


印字濃度指定 
印字品質指定 


印字速度指定 


プリンタ制御 エラー時継続印字指定 


 


※ 用紙幅は、80mm 固定です。プリンタデモツールを使用する場合は、必ず 80mm 用紙を使用して下さい。 
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2.プリンタデモアプリケーション機能概要 


2-1.起動画面 
■プリンタデモアプリケーション起動時の画面です。 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
   ■「テキ
     テキ
 
   ■「グラ
    グラフ
     
   ■「画面
    デスク
 
   ■「スタ


    スタンプ


 
   ■「外字


     外字


 


2-2.最小化


 ■タスクト


  タイトル


  アイコン


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


スト印刷」ボタン  （英語版は「Print Character」ボタン） 
スト印刷のデモンストレーションを行います。 


フィック印刷」ボタン  （英語版は「Print Graphic」ボタン） 
ィック印刷のデモンストレーションを行います。 


印刷」ボタン  （英語版は「Print Screen」ボタン） 
トップ画面や他のアプリケーション画面等のデモンストレーション印刷を行います。 


ンプ登録・印刷」ボタン  （英語版は「Stamp」ボタン） 
の登録と印刷デモンストレーションを行います。 


登録・印刷」ボタン  （英語版は「Ｕｓｅｒ Ｄｅｆｉｎｅ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ」ボタン） 
の登録と印刷デモンストレーションを行います。 


とメニュー表示 


レイへの最小化 
バー右横の最小化ボタンの押下により、プリンタデモアプリケーションの画面が最小化され、タスクトレイ内に 
として表示されます。 
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■アイコン化された状態 
  アイコン化された状態は、以下のようになります。 
 


 


 


■アイコン


  プリンタ


 


 


 


 


■アイコン


   アイコン


   を選択し


   英語版の


 


 


 


 


 


2-3.ファイ


 ■「ファイ


  英語版


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 ■プリンタ


   行うこ


 


 


 


 


からのメニュー表示 
・デモアプリケーションのアイコンのクリックにより下記のメニューが表示されます。 


 


化の解除(最大化) 
化状態の解除(最大化)を行う場合は、アイコンのクリックにより表示されるメニュー内の「最大化」メニュー 
て下さい。 
場合は、「Maximization」メニューの選択により解除できます。 


 


ルメニュー 
ル」メニューの「終了」メニューの選択により、プリンタ・デモアプリケーションを終了します。 
は「File」→「Exit」メニューの選択で終了します。 


・デモアプリケーションの終了は、タスクトレイ内に最小化したアイコンのクリックで表示されるメニューからも 
とができます。 
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2-4.ヘルプメニュー 
■ 「ヘルプ」メニューの「バージョン情報」の選択により、バージョンダイアログを表示します。 
  英語版は「Help」→「Version」の選択でバージョンダイアログを表示します。 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


2-4-1.バージョンダイアログ 


 ■プリンタデモアプリケーションのバージョン情報を表示します。 


 


 


 


 


 


 


 


    ■赤枠内の「Version *.*.*」に、プリンタ・デモアプリケーションのバージョンが表示されます。 
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2-5. プリンタデモアプリケーションが表示するメッセージボックス 


   ■印刷が正常に終了すると、下記のメッセージボックスが表示されます。 


 


 


 


 


 


 


   ■登録が正常に終了すると、下記のメッセージボックスが表示されます。 


 


 


 


 


 


 


 


   ■印刷が正常に行えない状態の場合 
   プラテンオープンや、用紙なし等の理由により印刷が正常に終了しなかった場合は、エラー 
   のメッセージボックスを表示します。 
 


 


 


 


 


 


   ◆エラーメッセージが表示された場合は、メッセージ内容を確認して対応する処置を行って下さい。 
   ◆エラー発生時に該当エラー状態の解除後に継続して印刷することができます。 


      エラー時の継続印字については「2-６.エラー時の継続印字について」を参照して下さい。 
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2-６.エラー時の継続印字について 


  ■プリンタ設定ツールのエラー時継続印字の設定状態により、プラテンオープンや、用紙なし等のエラー時 


   に表示されるダイアログが異なります。  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


    ◆継続


  エラー
  できま
  継続し
  キャン
  英語版


 


 


 


 


 


 


2-７. テキ


 ■「テキス


  英語版


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
 ◆印刷の


   テキスト


 


印刷 
時継続印字が「有効」状態に設定されている場合、エラー状態の解除後に継続して印刷する事が 
す。 
たい場合は「再試行」ボタンを押下することで印刷を継続することができます。 
セルボタンの押下により印刷を中止します。 
では「Ｒｅｔｒｙ」ボタンで継続印刷、「Ｃａｎｃｅｌ」ボタンでキャンセルできます。 


 


スト印刷のデモンストレーション 
ト印刷」ボタンの押下により、テキスト印刷のデモンストレーションを実行します。 


では「Print Character」ボタンの押下で実行します。 


 


終了 
印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
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2-８.グラフィック印刷のデモンストレーション 


 ■「グラフィック印刷」ボタンの押下により、テキスト印刷のデモンストレーションを行います。 


   英語版では「Print Graphic」ボタンの押下で実行します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  ■ 「グラフィック印刷」ボタンの押下により、下記のダイアログが表示されます。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 ■グラフィック印刷の実行 
    ダイアログ内の「印刷」ボタンの押下により、ダイアログ内に表示されているグラフィックイメージの 
     印刷が開始されます。 
     （英語版では「Print」ボタンの押下により印刷が開始されます。） 


 
  ◆印刷の終了 


     グラフィック印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
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2-９. 画面印刷のデモンストレーション 


 ■「画面印刷」ボタンの押下により、画面印刷のデモンストレーションを実行します。 


  英語版では「Print Screen」ボタンの押下で実行します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
    ※「画面印刷」ボタンの押下では、プリンタ・デモアプリケーションのトップ画面が印刷されます。 
     デスクトップ画面の印刷や、その他のアプリケーションウインドウ等の印刷は、最小化メニュー 
     より、「画面印刷」を実行して下さい。 
  


 ◆印刷の終了 
   画面印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 


 


 
 ■最小化メニューからの画面印刷 


 タスクトレイのプリンタ・デモアプリケーション・アイコンのクリックで表示されるメニューからも画面印刷をおこなうことがで   
 きます。 
 デスクトップ画面の印刷や、他のアプリケーションウインドウの印刷を行いたい場合は、最小化時のメニューより印刷を行 
 って下さい。 
 


 
 


 


 
 ◆印刷の終了 


   画面印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
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2-１０.スタンプ登録・印刷のデモンストレーション 


 ■「スタンプ登録・印刷」ボタンの押下により、スタンプ登録およびスタンプ印刷のデモンストレーションを行います。 


   英語版では「Stamp」ボタンの押下で実行します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


  ■ 「スタンプ登録・印刷」」ボタンの押下により、下記のダイアログが表示されます。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 ■スタンプ登録の実行 
    ダイアログ内の「登録」ボタンの押下により、ダイアログ内に表示されているスタンプイメージの登録を行います。 
     （英語版では「Register」ボタンの押下により登録が行われます。） 


 
  ◆登録の終了 


     スタンプの登録が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
 


   ■スタンプ印刷の実行 
    ダイアログ内の「印刷」ボタンの押下により、「登録」ボタンで登録したスタンプの印刷が行われます。 
     （英語版では「Print」ボタンの押下により印刷が行われます。） 
 
     ※印刷は、「登録」ボタンで登録したスタンプデータが印刷されます。 
      一度も登録を行っていない場合は、スタンプの印刷は行われません。 


     登録したスタンプデータはリセット後でも有効ですが、フルリセット後は消去されます。 
     （未登録状態となります。） 
 
   ◆印刷の終了 


      スタンプの印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
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2-１１.外字登録・印刷のデモンストレーション 
 ■「外字登録・印刷」ボタンの押下により、外字登録および外字印刷のデモンストレーションを行います。 
   英語版では「User Define Character」ボタンの押下で実行します。 
 


 


 


 


 


 


 


 


 
  ■ 「外字


 
 


 


 


 


 


 


 


 


  ■外字登


    ダイア


     （英語


     ◆フ
       
       
     ◆外
       
       


    ◆
        


  
■外字印


    ダイア


     （英語


   ◆フォ
    印刷
   ◆外字
    印刷
   ※印刷
    一度


   登録


  ◆印刷
     外字

登録・印刷」」ボタンの押下により、下記のダイアログが表示されます。 

録の実行 
ログ内の「登録」ボタンの押下により、外字データの登録を行います。 
版では「Register」ボタンの押下により登録が行われます。） 
ォントサイズの選択 


登録できるフォントサイズは１２ドット、１６ドット、２４ドットの３種類です。 
ラジオボタンにより登録するフォントサイズを選択して下さい。 


字コードの選択 
登録できる外字コードは Unicode の０xＥ１００～０ｘE17F の間です。 
スピンコントロール（▲ボタンまたは▼ボタン）で登録する外字コードを選択して下さい。 
登録の終了 
スタンプの登録が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 


刷の実行 
ログ内の「印刷」ボタンの押下により、「登録」ボタンで登録した外字の印刷が行われます。 
版では「Print」ボタンの押下により印刷が行われます。） 


ントサイズの選択 
する外字データのフォントサイズ（１２ドット、１６ドット、２４ドット）を選択して下さい。 
コードの選択 


する外字コードをスピンコントロール（▲ボタンまたは▼ボタン）で選択して下さい。 
は、「登録」ボタンで登録した外字データが印刷されます。 


も登録を行っていない場合は、外字の印刷は行われません。 
した外字データはリセット後でも有効ですが、フルリセット後は消去されます。（未登録状態となります。） 


の終了 
印刷が正常に終了すると、終了を示すメッセージボックスが表示されます。 
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3-1-5.SIP 


指での入力を考慮し、ボタン面積を大きくした SIP を搭載します。コントロールパネルの「入力パネル」の設定でオプションの


設定を行なうことが出来ます。表示するキーボードの順番やキーボードの選択が出来ます。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


日本語版のキーレイアウトは、以下の通りです。（現在の検討案ですので変更される場合があります。） 


1.ひらがなキーボード 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


ｼﾌﾄ 


カタカナキーボードへ 


 


 


 


 


ｼﾌﾄ 


 前、次
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2.カタカナキーボード 


全角,半角 


全角,半角 


ｼﾌﾄ 


ｼﾌﾄ 


前 、 次


ｼﾌﾄ 


前 、 次


ｼﾌﾄ 


英


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


数字キー

ボ

ードへ 


3-21  







     CASIO CONFIDENTIAL                             


 


3.英数字キーボード(日本語版) 
 


S
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


hift 
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英語版のキーレイアウトは、以下の通りです。 


英数字、記号キーボード 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


S


S

hift 

hift 
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3-1-6.FLCE 


FLCE は、本体間の他、LAN、シリアルケーブル接続または IOBOX 経由で PC のアップダウンユーティリティと通信を行うた


めのプログラムです。 


FLCE は、ファイル転送プロトコル機能のうち、以下の機能をサポートしています。 


 


 項番 機能（プロトコル上のコマンド） 


1 ファイル送信 


2 ファイル受信 


3 ファイル追加 


4 ファイルまたは、ディレクトリの削除 


5 ファイルの移動または、ファイル名の変更 


6 ディレクトリ作成 


7 時刻設定 


8 時刻要求 


9 メッセージの表示 


10 ブザー鳴動 


11 ファイル情報の取得 


12 ファイル情報の設定 


13 ディスク情報の取得 


(1)使用方法 


FLCE は、実行プログラムで、以下の 2 通りの使用法があります。 


① FLCE 単体使用 


② ユーザアプリケーションからチャイルドプロセスとして使用 


 


単体使用時は、起動時にパラメータを入力するダイアログが表示されます。必要なパラメータをダイアログに入力し、OK を押


します。ファイル転送は、送り元および受け先それぞれのパスを指定して実行できます。ただし、本体間通信でのアイドル起


動、または後述するレジストリで指定した通信設定でアイドル起動モードを動作させる場合は、何も入力しないでＯＫを押し


ます。 


ユーザアプリケーションからファイル転送等を行いたいときは、FLCEをチャイルドプロセスとして起動します。動作指定、送受


信するファイル、格納先等、すべてパラメータとして引数で指定します。通信終了後、通信結果の終了コードをプロセスの戻


り値として取得できます。 
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（２）パラメータ記述の規則 


パラメータには設定コマンドと動作コマンドがあります。動作コマンドは複数記述することが出来ます。ただし、起動パラメータ


文字数の合計は 250 文字以下（ユーザアプリケーションから引数で指定する場合は、“FLCE”を含め 255 文字以下）にして


下さい。複数のコマンドを指定した場合、先頭のコマンドから順に処理されます。あるコマンドでエラーが発生した場合、


FLCE は直ちにエラー終了し、そのコマンドより後に記述したコマンドは処理されません。 


そのほか、パラメータの記述については次のように規定されています。 


 


１． 各パラメータ間は全て半角スペースで区切る 


２． 設定コマンドは先頭に一回だけ記述可能（省略可） 


３． 動作コマンドは２０個まで指定可能 


４． オプションはコマンドに続きスペースを空けずに記述する 


５． オプションを複数指定する場合はスペースを空けずに記述する 


６． オプションの順序は任意に指定可能 


７． コマンドおよびオプションは大文字小文字どちらも使用可能 
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コマンドの種類 


種類 機能 コマンド 指定可能オプション 入力方法例 


設定コマンド 通信環境設定 ／Ｙ        なし ／Y={COM1,115200,} 


動作コマンド ファイル送信 ／Ｓ Ｏ, Ｒ ／ＳＯＲ 


 ファイル受信 ／Ｒ Ｏ, Ｒ ／ＲＯＲ 


 ファイル送信(追加） ／Ａ なし ／Ａ 


 ファイル削除 ／Ｄ Ｏ, Ｒ ／Ｄ 


 ファイル移動 ／Ｎ なし ／Ｎ 


 時刻送信 ／Ｔ なし ／Ｔ 


 アイドル起動 無し スクリプトファイル名  


 


オプション概略 


① Ｏ(Over Write)：リードオンリーファイルの強制上書き指定 


・ このオプションが指定されると、リードオンリーファイルに対しても上書き処理を行います。 


・ このオプションが指定されない場合、リードオンリーファイルに対して書込処理が発生すると異常終了します。 


・ 上書き後のファイルのアトリビュートは送り元のファイルのアトリビュートになります。 


 


② Ｒ(再帰呼び出し)：  


・ 指定されたディレクトリ傘下の全てのファイルが処理の対象となります。指定ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在し


た場合はそのサブディレクトリも含めて処理が行われます。 


・ ディレクトリの階層の深さは１６までとします。 


・ このオプションが指定されていない場合は、パス名で指定されたファイルだけが、処理の対象となります。 


 


(3) コマンド／オプション詳細 


ここでは、起動パラメータの指定方法とその意味について記述します。 


※ 以降の説明において、[  ]で囲まれたパラメータは任意に指定できるものを示します。 


その他のパラメータは必ず指定して下さい。 
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通信環境設定 
  （指定方法） 


       /Y={ [デバイス],[ボーレート],[モード] } 


  （機能説明） 


・ 通信に使用するデバイス、ボーレートと通信モードを指定します。 


・ このコマンドが省略された場合はデフォルト値 {IrDA} が用いられます。 


・ 各パラメータは省略可能です。省略したパラメータはデフォルト値が用いられます。 


・ このコマンドは必ず先頭に記述して下さい。それ以外の場所で使用した場合はパラメータエラーとなります。 


  （パラメータの説明）  


１） コマンド 


 ／Y ：通信環境指定 


２)  デバイス 


        ・ 「IrDA」「COM1」「LAN」 のいずれかを選択 


３)  ボーレート/アドレス 


        ・ 「IrDA」選択時 － 指定できません 


        ・ 「COM1」選択時 － 232C の通信ボーレートとして以下が選択可 


                            「9600」「19200」「38400」「57600」「115200」 


・ 「LAN」選択時 － ホスト PC の IP アドレスを指定します 


       上記以外の組み合わせで以外は指定できません。パラメータエラーとなります。 


    ４） モード 


 以下のパラメータのいずれかを指定できます。 


・ 「H」－HT 対向コマンド指定 


このオプションは、HT 同士で通信する場合に動作コマンドを指定する側で 


必ず指定します（相手ＨＴの FLCE は、アイドル起動で実行すること）。 


・ 「I」－無限タイムアウト指定 


接続待ちタイムアウトが無限大になります。 


何も指定しない場合および H 指定時は、接続待ちタイムアウトが 1 分となります。 


 


接続待ちタイムアウト 起動 


 


通信相手 


 1 分 無限 


PC (IO BOX)   アイドル起動 


（スクリプトを含む） HT 


PC (IO BOX) 


モード指定なし モード指定 I 


動作コマンド指定 


HT モード指定 H （指定不可） 
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ファイル送信 
  （指定方法） 


  /S[Option]  送信ファイルパス名  [送信ファイルパス名] […] 格納先ディレクトリパス名 


  （機能説明） 


・  自機マシン側に存在するファイルを、通信相手に転送する機能です。 


・ 通信相手先の、格納先ディレクトリ内にすでに同名のファイルが存在した場合は上書きを行います。 


・ 格納先ディレクトリ名で指定したディレクトリが存在しない場合は自動的にディレクトリが作成されます。 


・ 送信ファイルパス名は最初にチェックされ、自機マシン内に存在しない送信ファイルパス名が１つでも指定されて


いたら、FLCE は直ちにエラー終了します。（この場合、存在するファイルも送信処理は行われません） 


・ ファイル送信中は進捗率の表示処理を行います。 


  （パラメータの説明）  


  １）  コマンド 


     ／Ｓ(Sending) ：ファイルの送信処理 


    ２）  オプション 


     ① Ｏ(Over Write)：リードオンリーファイルの強制上書き指定 


・ このオプションが指定されると、リードオンリーファイルに対しても上書き処理を行います。 


・ このオプションが指定されない場合、リードオンリーファイルに対して書き込み処理が発生すると異常終了


します。 


     ② Ｒ(再帰呼び出し)：  


・ 送信ファイルパス名で指定されたディレクトリ傘下の全てのファイルが転送ファイルの対象となります。指定


ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在した場合はそのサブディレクトリ名も付加し、ファイルの送信


処理を行います。 


・ ディレクトリの階層の深さは１６までとします。 


・ このオプションが指定された場合でも、送信ファイルパス名はフルパス名で指定してください。 


・ このオプションが指定されていない場合は、送信ファイルパス名で指定されたファイルだけが、転送ファイ


ルの対象となります。 


３） 送信ファイルパス名 


・ 自機側に存在するファイルを、フルパス名で指定すること。 


・ ファイル名にワイルドカードの指定も可能。 


・ 全ファイルを指定する場合は、ファイル名として「＊．＊」を入力すること。 


・ 全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


４） 格納先ディレクトリパス名 


・ このコマンドに対しての最終入力パラメータに、通信相手先の格納先ディレクトリ名を記述します。 


・ 指定したディレクトリが存在しない場合は、指定した名前でディレクトリが作成されます。 


・ ディレクトリ名の終結文字として、「￥」を入力して下さい。入力しない場合は、パラメータエラーとなりま


す。 


・ 全角文字のディレクトリ名の指定も可能です。 


・ 格納先ディレクトリパス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 
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ファイル受信 
  （指定方法） 


  /R[Option]  要求ファイルパス名 [要求ファイルパス名]［…］受信ディレクトリパス名 


  （機能説明） 


・ 通信相手側に存在するファイルを要求パス名で指定し、ファイルを受信する機能です。 


・ 自機マシン側の、受信ディレクトリ内にすでに同名のファイルが存在した場合は上書きを行います。 


・ 受信ディレクトリで指定したディレクトリが存在しない場合は、自動的にディレクトリが作成されます。 


・ 通信相手側に依存する動作は 2.3 を参照して下さい。 


・ ファイル受信中は進捗率の表示処理を行います。 


  （パラメータの説明） 


１）  コマンド 


     ／Ｒ(Receive) ：ファイル受信要求処理 


２）  オプション 


     ① Ｏ(Over Write)：リードオンリーファイルの強制上書き指定 


・ このオプションが指定されると、リードオンリーファイルに対しても上書き処理を行います。 


・ このオプションが指定されない場合、リードオンリーファイルに対して書き込み処理が発生すると異常終了


します。 


     ② Ｒ(再帰起呼び出し)：  


・ 要求ファイルパス名で指定されたディレクトリ傘下の全てのファイルが転送ファイルの対象となります。指


定ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在した場合はそのサブディレクトリを付加してファイルの受信処


理を行います。 


・ このオプションが指定されていない場合は、要求ファイルパス名で指定されたファイルだけが、転送ファイ


ルの対象となります。 


・ このオプションが指定された場合でも、要求ファイルパス名にはフルパス名で指定してください。 


３） 要求ファイルパス名 


・ 通信相手側に存在するファイルで、受信したいファイルをフルパス名で指定します。 


・ ファイル名にワイルドカードの指定も可能。 


・ 全ファイルを指定する場合は、ファイル名として「＊．＊」を入力すること。 


・ 全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


・ 要求ファイルパス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 


４） 受信ディレクトリパス名  


・ このコマンドに対しての最終入力パラメータを、受信ディレクトリ名として指定します。 


・ 受信ディレクトリは、受信したファイルを格納する格納ディレクトリ名を指定します。 


・ 指定したディレクトリが存在しない場合は、指定した名前でディレクトリが作成されます。 


・ ディレクトリ名の終結文字として、「￥」を入力します。入力しない場合は、パラメータエラーとなります。 


・ 全角文字のディレクトリ名の指定も可能。 
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ファイル送信（追加） 
  （指定方法） 


      /A  追加ファイルパス名  ターゲットファイルパス名 


  （機能説明） 


・ 自機マシン側に存在する追加ファイルパス名で指定されたファイルの内容を、通信相手に送信し、通信相手上


に存在するファイルに追加する機能です。 


・ 通信相手先にターゲットファイルパス名で指定したファイルが存在しない場合は、自動的にファイルが作成され


ます。 


・ ターゲットファイルの日付時刻は、追加処理を行ったときのターゲットファイルの存在するマシンのシステム日付


時刻となります。 


・ ファイル送信途中で失敗した場合、ターゲットファイルは通信開始前の状態が維持されます。 


・ ファイルはバイナリで追加処理します。 


(EOF コードがあっても、その後から追加されます) 


・ ファイル送信中は進捗率の表示処理を行います。 


  （パラメータの説明） 


   １） コマンド 


     ／Ａ(Append) ： ファイルの追加要求処理 


   ２） 追加ファイルパス名 


・ 自機側に存在するファイルで送信したいファイルを、フルパス名で指定すること。 


・ ファイル名にワイルドカードの指定はできません。 


・ 全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


   ３） ターゲットファイルパス名 


・ 通信相手側に存在するファイルで、追加されるファイルをフルパス名で指定します。 


・ 指定したファイルが存在しない場合は、指定したファイル名でファイルが作成されます。 


・ ファイル名にワイルドカードの指定はできません。 


・ 全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


・ ターゲットファイルパス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 
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ファイル削除 
  （指定方法） 


      ／Ｄ[Option] 削除パス名 [削除パス名]  […] 


  （機能説明） 


・ 通信相手側に存在するファイルまたはディレクトリを指定する事により、そのファイルまたはディレクトリを削除します。 


・ 通信相手側に依存する動作は 2.3 を参照して下さい。 


・ 進捗率の表示処理は行いません。 


  （パラメータの説明） 


   １） コマンド 


     ／Ｄ … 削除パス名で指定されている対象ファイルまたはディレクトリを削除 


    ２）  オプション 


     ① Ｏ(Over Write)：リードオンリーファイルの強制削除指定 


・ このオプションが指定されると、リードオンリーファイルに対しても削除を行います。 


・ このオプションが指定されない場合、リードオンリーファイルに対して削除処理が発生すると異常終了しま


す。 


     ② Ｒ(再帰呼び出し)：  


・ 削除パス名で指定されたディレクトリおよびその傘下の全てのファイルおよびディレクトリが削除の対象と


なります。 


・ 指定ディレクトリ傘下にサブディレクトリが存在した場合はそのサブディレクトリも含めて削除を行います。 


・ ディレクトリの階層の深さは１６までとします。 


・ このオプションを指定した場合、削除パス名はディレクトリ名をフルパスで指定して下さい。 


・ このオプションが指定されていない場合は、削除パス名で指定されたファイルだけが、削除の対象となり


ます。 


   ３） 削除パス名 


・ R オプションなしの場合 


－通信相手側に存在するファイルで、削除したいものをフルパス名で指定します。 


ファイル名にワイルドカードの指定も可能です。 


－全ファイルを指定する場合は、ファイル名として「＊．＊」を指定して下さい。 


・ R オプションありの場合 


－通信相手側に存在するディレクトリで、削除したいものをフルパス名で指定します。 


－ディレクトリ名は、終結文字として、「￥」を入力して下さい。 


・ 全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


・ 要求ファイルパス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 
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ファイル移動または、ファイル名の変更 
  （指定方法） 


      ／Ｎ 移動元パス名 移動先パス名 


  （機能説明） 


・  通信相手側に存在する指定ファイル（移動元パス名）を、移動先パス名に移動します。 


・  移動先パス名がディレクトリ名の場合は移動元パス名のファイル名がそのまま用いられ、移動先パス名がファイル名の


場合は、そのファイル名に変更されます。 


・  通信相手側に依存する動作は 2.3 を参照して下さい。 


・  進捗率の表示処理は行いません。 


  （パラメータの説明） 


   １） コマンド 


     ／Ｎ  … 移動元パス名で指定した対象ファイルを、移動先パス名に移動 


   ２） 移動元パス名 


・  通信相手側に存在するファイルで、移動したいファイルをフルパス名で指定します。 


・  ファイル名にワイルドカードの指定は不可とします。 


・  全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


・  移動元パス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 


   ３） 移動先パス名 


・  通信相手側の移動先をフルパス名で指定します。 


・  移動先にすでに同名ファイルがあった場合はエラーが返されます。 


・  ディレクトリを指定するときは、終結文字として、「￥」を入力して下さい。 


・  ファイル名が指定された場合は、指定されたファイル名に変更します。 


・  指定したパスのディレクトリが存在しない場合は、指定したパス名でディレクトリが作成されます。 


・  ファイル名にワイルドカードの指定は不可とします。 


・  全角文字のディレクトリ名、ファイル名の指定も可能。 


・  移動先パス名は、通信相手側の OS の命名規則に従って下さい。 


 


 


時刻送信 
  （指定方法） 


      ／T  


  （機能説明） 


・  自機のシステム日付時刻を送信し、通信相手側システムの日付時刻を設定出来る機能です。 


・  送信される日付時刻はローカルタイムです。 


・  通信回線の状態によっては数秒の誤差が出ることがあります。 


・  HT 対向時のみ有効です。 


 


 


 


アイドル起動 
  （起動方法） 


     FLCE [／Y=｛[デバイス],[ボーレート],[モード]｝]  [スクリプトファイル名] 


※ ／Y 以外のコマンドを指定することは出来ません 


  （機能説明） 


・  要求権を通信相手側に与え、相手から要求された機能に従って動作するモードです。 


・  このモードで起動するときは/Y 以外のコマンドを指定できません。（指定すると、アイドル起動モードでなく通常動作モ


ードになるか、スクリプトファイル名が指定された場合はパラメータエラーとなりエラー終了します） 


・  ／Ｙ指定時、モードパラメータにＨを指定しないで下さい。（パラメータエラーになりエラー終了します） 


・  この機能は、異常終了時以外は終了指示を受信すると終了します。 


・  スクリプトファイル名が指定された場合は、通信相手に存在するスクリプトファイル名の内容で通信が実行されます。 


・  スクリプトファイルの指定は PC と通信する場合のみ有効です。 


・  通信相手に存在しないスクリプトファイル名が指定された場合、エラーが返されます。 


（HT 対向の場合は、スクリプトファイルは処理されないため無視されます。） 


  （パラメータの説明） 


     １） スクリプトファイル名 


・ 通信相手側に存在するスクリプトファイル名を指定。 


・ スクリプトファイル名は必ず ” ”で囲んで下さい。 
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(4)パス名の記述方法 


① パス名は必ず” ”で囲んで下さい。また、１つのパス名は” ”を含んで 255 文字以下にして下さい。 


   全角文字も 1 文字に数えます。 


② パス名の記述は、指定したいパスが存在するマシンの OS のパスの命名規則に従って下さい。 


 ③ パスを表現する場合、ドライブレターについて以下に従った記述をして下さい。 


１． HT 上のパス名はドライブレターを用いず、ルートディクトリから記述して下さい（ホスト PC 用アップダウンユーティリティか


ら HT 上のファイルまたはディレクトリのパスを指定する場合も同様です） 


２． もし通信相手からドライブレター付きで指定されても、HT の FLCE 側でドライブレターは無視されます（ルートディレクトリ


からドライブレターなしで指定されたものと同等に扱われます） 


３． HT からドライブレターの必要な OS の動作している通信相手（PC 等）上のファイルまたはディレクトリのパスを表現する場


合は、従来どおり必ずドライブレターをつけて記述して下さい 


 


ただし、上記２．については例外として、通信相手から Windows CE 機上のデバイスを指定してフォーマット、ディスク情報取


得指示を行う場合、ドライブレターに以下の意味を持たせます。 


C:  → 内部ＲＡＭ 


       D:, E: → CF カード 


F:  → FlashDisk 


なお、これらの設定はレジストリに記述することで変更可能です。 


 


 


 


 


(５)存在しないファイルを指定したとき 
通信相手側に存在しないファイルまたはディレクトリのパス名を指定した場合は、以下の処理が行われます。 


通信相手 受信 削除 移動 送信、送信(追加) 


Windows95/Windows NT     


DOS A C B D 


Windows CE A C B D 


 


A： 複数指定したパス名のうち 1 つでも存在しなければ、異常終了します 


    （存在するファイルも転送処理は行われません） 


B：指定したパス名が存在しなければ、異常終了します（転送処理は行われません） 


C：指定したパス名の中に存在しないパス名があった場合、そのパス名は無視されます 


  （その他の存在するパス名は全て処理されます） 


D：新たにファイルが作成されます 
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(６)機能と表示 
各機能を実行した際の、FLCE に表示される内容は以下の通りです。 


表示種類 


項番 機能（プロトコル上のコマンド） FLCE から


指定 


通信相手


から要求


備考 


1 ファイル送信 C C  


2 ファイル受信 C C  


3 ファイル追加 C C  


4 ファイルまたは、ディレクトリの削除 A B  


5 ファイルの移動またはファイル名の変更 A B  


6 ディレクトリ作成 － B  


7 時刻設定 A A  


8 時刻要求 － A  


9 メッセージの表示 － D  


10 ブザー鳴動 － A  


11 ファイル情報の取得 － A  


12 ファイル情報の設定 － A  


13 ディスク情報の取得 － A  


14 セッション ID およびシステム情報の取得 


15 アイドル通知 


16 終了指示 


 内部コマンド


なので表示不


要 


 


ステータス表示： A  現在実行しているコマンド、または要求を出したコマンドを表示 


  B  A に加え、自機内で処理中のファイルまたはディレクトリを表示 


  C  A に加え、転送中のファイルおよび進捗を表示 


  D  相手から送られたテキストメッセージを表示 
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(７)レジストリの設定 
レジストリに値を書き込むことにより、通信環境等のデフォルト値を変更することが出来ます。 


通常使用時のデバイス指定やボーレート指定は設定コマンド（／Ｙ）で行い、デフォルト値を変更したいときのみレジストリ設


定を行います。また、ドライブレターの意味付けを変更したいときには、ドライブレター名のキーを作成し、そこに意味付けを


行いたいデバイスのパス名を記述します。 


レジストリは一度設定を行うと、再び設定を変更するか、フルリセットするまで有効です。レジストリに設定をしなかった項目


（キー）または設定が誤っていた項目（キー）は、おおもとのデフォルト値が有効になります。 


 


 


設定項目 


・レジストリ位置    ¥HKEY_CURRENT_USER¥Software¥CASIO¥FLCE¥ 


・内容 


キー名  型  値 


ADDR   STRING IP アドレス（LAN） 


BAUD   DWORD ボーレート（RS-232C） 


DEVNM STRING 通信デバイス 


PORT  DWORD ポート番号（LAN） 


DRIVE¥A STRING ａドライブとして意味付けるデバイスのパス 


DRIVE¥B STRING ｂドライブとして意味付けるデバイスのパス 


DRIVE¥C STRING ｃドライブとして意味付けるデバイスのパス 


… 


DRIVE¥Z STRING ｚドライブとして意味付けるデバイスのパス 


 


※ レジストリ指定がない／誤った指定がなされている場合のデフォルト値 


・通信デバイス  IrDA 


・232C ボーレート  19200bps 


・LAN ポート番号  50021 


・ドライブレター 


C → ¥ (内部 RAM のオブジェクトストア) 


D → ¥Storage Card¥ (ストレージカード) 


E → ¥Storage Card2¥(ストレージカード 2) 


F → ¥FlashDisk¥(NAND FLASH) 
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(８)終了コード 


ＦLCE は、通信終了時に終了コードとして以下の表にあるコードを返します。終了コードは Winmain の戻り値として返します。


上位プログラムでは、GetExitCodeProcess()を用いて戻り値を参照してください。 


 


終了コード表 


下記のカテゴリーコード（上位バイト）はエラーの区分を示し、エラー詳細コード（下位バイト）はエラーの詳細を示します。 


 Error Code  Meaning 原因 対処方法 


Category 


Code 


 Detail 


Code 


   


 00H   00H  正常終了 正常 － 


 DCH～    


    F5H 


  00H  正常終了 相手局から‘A’～ ’Z’ ドラ


イブのフォーマットを指示され


た（ドライブレターの意味付け


はレジストリの章を参照） 


－ 


 F6H   00H  正常終了 相手局から電源 OFF を指示され


た 


電源を OFF して下さい 


 F7H   00H  正常終了 相手局からリセットを指示され


た 


－ 


 F8H   00H  中断終了 自局または相手局の中断キーが


押された事により通信が終了し


た 


必要に応じて再実行して下さ


い 


 01H   00H  プロトコルエラー データ異常（通信回線上でデー


タにエラーが発生した） 


通信経路の接続を確認して下


さい 


 02H   80H  ファイルが見つからない 存在しないファイルを指定した 指定するファイルまたはディ


レクトリを確認して下さい 


 02H   81H  カレントディレクトリ 


削除エラー 


カレントディレクトリを削除し


ようとした 


削除ディレクトリを確認して


下さい 


 02H   82H  ファイルライトエラー 何らかの事情でファイルへの書


き込みができない 


ファイルが書き込める状態に


あるか確認して下さい 


 02H   83H  ファイルリードエラー 何らかの事情でファイルからの


読み出しができない 


ファイルが読み込める状態に


あるか確認して下さい 


 02H   84H  リードオンリー 


アクセスエラー 


リードオンリーファイルに上書


きまたはリードオンリーファイ


ルを削除しようとした 


違うファイル名を指定する


か、リードオンリー属性を解


除して下さい 


 0FH   01H  パラメータエラー パラメータの記述方法が誤って


いる 


パラメータをチェックして下


さい 


 0FH   02H  パラメータ長エラー パラメータが長すぎる パラメータを 255 文字以内に


して下さい 


 A0H   10H  通信ポートオープンエラー 他のプログラムが COM1 または


IrDA を使用しているか、FLCE が


既に起動されている 


他の COM1 または IrDA を使用


しているプログラムを終了し


て下さい 


 A0H   20H  回線断エラー 通信中にケーブルが抜けたか、


IrDAコネクションが切断された


（IOBOX から HTが取り外された


等） 


ケーブル接続および HT の


IOBOX への装着が正しく行わ


れているか確認して下さい 


 A0H   30H  接続待ちタイムアウト 


エラー 


 起動後 1 分間以内に接続完了


しなかった 


ケーブルの接続を確認する


か、IrDA が通信可能状態にあ


るか確認して下さい 
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(９)ログファイル 


ＦＬＣＥは、ログファイルを作成し、通信ログを残します。 


 


１）ログファイル名 


  ログファイル名は、”ＦＬＣＥ．ＬＯＧ”で固定とします。 


  変更はできませんので、ログファイルを残したい場合は、ファイル名の変更等で 


  対応します。 


 


２）作成場所 


  ”¥Windows¥” ディレクトリに作成します。 


 


３）作成方法 


  既にログファイルが存在していても、新規で作成します。 


  既存ファイルへ、追加でのロギングは行いません。 


   ファイル作成が出来ない場合は、ログファイルを作成しません。 


  コマンドパラメータに、誤りがある場合はログファイルは作成しません。 


  ログファイルの作成は、通信相手と接続処理が開始された時点から 


  行われます。 


 


４）フォーマット 


  1 行目：  FLCE.EXE のバージョン情報を出力します。 


  ２行目：  プロトコルのバージョン（１バイト）情報を出力します。 


    最初のバージョンは、‘１’です。 


  ３行目：  通信相手機種（最大３バイト）コードを出力します。 


① AT … IBM－PC AT 互換機 


  ４行目：  セッション ID 情報を出力します。 


         １６進数で出力されます。( 例) ０ｘ００００ ) 


  ５行目：  最終イベント情報を出力します。 


  ６行目：  最終フェーズ情報を出力します。 


  ７行目：  終了ステータス情報を出力します。 


         １６進数で出力されます。( 例) ０ｘ００００ ) 


  ８行目：  最終送信ファイル名を出力します。 


  ９行目：  最終受信ファイル名を出力します。 


  以上の９行で出力されます。 


２～４行目は、通信相手から取得した情報を出力しますので、HT 対向通信時のアイドル起動で動作している HT 側のロ


グファイルには、この行は空白の状態で出力されます。 


また、１行８０バイト未満で出力していますので、８、９行目のファイル名が６５バイト以上(１５バイト分は項目名で使用)で


ある場合は、６５バイト目以降の文字列は削除されて出力されます。 


 


(10)ヘルプ 


デスクトップ画面またはアプリケーション実行中にスタートメニュー＞ヘルプを選択すると、ヘルプファイルが表示されます。 
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3-1-7.FCHKCE 
ファイルチェックユーティリティです。ＰＣ等からコピーしたファイルがターゲットの端末上に正常にインストールされたかをチェ


ックします。ファイルチェックユーティリティは，以下の機能を有します。 


 


リストファイル作成 


リストファイル照合 


 


リストファイルに記述される内容は以下の通りです。 


 


FILE_NO=  ファイル数（10 進） 


<ファイル情報>  ファイル名（フルパス） サイズ 更新日-更新時刻 


FILE_CHECKSUM= 全転送ファイルのチェックサム（16 進） 


LIST_CHECKSUM= リストファイルのチェックサム（16 進） 


 


全転送ファイルのチェックサムデータは、転送するファイル全てのデータ部をダブルワードで排他的論理和をとったものを使


用します。 また、リストファイルのチェックサムデータは、リストファイルの内容をダブルワードで加算し、その結果が 0となる値


を使用します。 


 


 


(1) 機能 


 リストファイルの作成機能 


・HT から転送するファイル名を指定し、リストファイルを作成します。 


なお、ユーザはファイル転送の際、本機能で作成したリストファイルを相手局へ転送しなければなりません。 


・本機能で作成されるリストファイル名は FCHK.LOG 固定です。 


・本機能でエラーが発生した場合、コマンドパラメータ解析中については既存のリストファイルを削除しませんが、リストフ


ァイル作成中については削除されます。 


 


リストファイルの照合 


・相手局より転送されたファイルのファイル情報とリストファイルの内容の比較照合を行います。 
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(2)ファンクション詳細 


リストファイル作成 


 


書式 FCHKCE  /G  [</Option>]  <file name list or Script file name> <Destination directory name>  


        [<FCHK.LOG File output Directory name>] 


（［］内のパラメータは省略可能です） 


パラメータ 


Option  


/SC：スクリプトファイル名の指定 


・パラメータで指定されたファイル名が、スクリプトファイルであり、FCHKCE.EXE がスクリプトファ


イルより、転送するファイル名の解析を行い、リストファイルを作成します。 


          /R：再帰呼び出し指定 


・パラメータで指定されたファイルパス名のディレクトリ傘下の全ファイルがリストファイル作成の対


象となります。指定ディレクトリ傘下にサブディレクトリがある場合には、そのサブディレクトリ名も


付加してリストファイルを作成します。 


・ディレクトリの階層の深さは１６までです。 


・本オプションが指定されていない場合には、ファイル名リストで指定されたファイルだけが、リス


トファイル作成の対象となります｡ 


          /AO：追加出力 


・[FCHK.LOG File output Directory name] で指定したディレクトリに FCHK.LOG ファイルが存


在する場合は，そのファイル内容に追加してリストファイルを作成します。 


・存在しない場合は，新規に FCHK.LOG ファイルを作成します。 (但し、指定ディレクトリが存在


しない場合は、異常終了します) 


・追加出力は、既存のリストファイルの終わりに追加して記述します。既存リストファイルの内容を


変更したい場合には、追加出力ではなく新規にリストファイルを作成して下さい。 


 


File name list or Script file name 


・転送するファイル名のリストを記述します。転送元に存在するファイル名を指定して下さい。な


お、転送元ファイル名を複数指定する場合には、パス名とパス名とを‘ ’（半角スペース）で区


切り、継続して下さい。 


・ファイル名にはワイルドカードの指定が可能です。 


・オプションで /SC を指定した場合は、スクリプトファイルの存在するパス名を指定して下さい。 


 


Destination directory name 


・ 転送先のディレクトリ名を指定します。 


・ ディレクトリ名は転送先の OS の命名規則に従って下さい。 


・ ディレクトリ名の終結には、必ず¥文字を記述してください。 


 


FCHK.LOG File output Directory name 
・ FCHK.LOG ファイル出力先ディレクトリ名を指定します。 


・ ディレクトリ名は転送元の OS の命名規則に従って下さい。 


・ ディレクトリ名の終結には、必ず¥文字を記述してください。 


・ 本パラメータを省略した場合は、カレントディレクトリに FCHK.LOG ファイルを作成します。 


 


戻り値  リターンコード （別紙参照） 


 


備考 


・ロギング対象ファイルの最大数は，65000 ファイルです。 


・スクリプトファイルの最大ファイルサイズは，32000 バイトです 
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 リストファイル照合 


 


書式 FCHKCE /C [</Option>]  <FCHK.LOG file pass name> 


（［］内のパラメータは省略可能です） 


パラメータ 


Option  


/D：更新日付の照合を行いません。 


・ActiveSync でファイル転送を行った場合に、ファイル更新日時が転送したときの日時に変更さ


れてしまう為、通常の FCHK チェックではエラーになってしまいます。その際には、このオプショ


ンを指定して更新日付を照合しないようにしてください。 


・FLCE やメモリカードによるファイル転送（コピー）では、ファイル更新日時は変更されません。 


 


 FCHK.LOG file pass name 


・リストファイル(FCHK.LOG)が存在するパス名を OS の命名規則にて指定します。 


 


戻り値  リターンコード （別紙参照） 


 


備考 


・最大照合ファイル数は，65000 です。 


 


 


(3)制限事項 
   １．Windows CE の仕様上、¥Windows フォルダ内のファイルにはコピーできないものがあるため、 


転送ファイルに指定してもリストファイルに書き込まれないファイルがあります。 
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(4) エラーメッセージ／コード 
ユーザアプリケーションから FCHKCE をコールした場合、プログラム終了コードとして、正常にリストファイルが作成され


た場合は 0 を、異常の場合は 0 以外の値を返します。 
またこの時、リストファイルを作成するにあたっての動作を FCHK.LOG と同じフォルダに履歴ファイル（FCHKG.HIS）と


して作成します。 
 
コード メッセージ 内容 対処方法 


リストファイルの作成が完了しました。 ００ 


リストファイルの内容は一致しました。 


正常終了しました。 問題ありません。 


０１ 指定されたパス名が見つかりません。 リストファイル作成で指定したファイ


ル名が存在しません。 


存在するパス名ファイル


名を指定して下さい。 


０２ リストファイル作成 


エラー。 


リストファイル作成中に、物理的エラ


ーが発生しました。 


再度プログラムを実行し


てみて下さい。 


０３ FCHK.LOG が見つかりません。 リストファイルチェックで、リストフ


ァイル(FCHK.LOG)が見つかりません。 


リストファイルのあるデ


ィレクトリを指定して下


さい。 


０４ リストファイルの内容は一致しませんでし


た。(パス名が不一致) 


リストファイルチェックの照合の結果


が一致しません。(パス名が不一致) 


もう一度最初からファイ


ルチェックユーティリテ


ィを実行して下さい。 


０５ リストファイルの内容は一致しませんでし


た。(サイズが不一致) 


リストファイルチェックの照合の結果


が一致しません。(サイズが不一致) 


もう一度最初からファイ


ルチェックユーティリテ


ィを実行して下さい。 


０６ リストファイルの内容は一致しませんでし


た。(日付／時刻が不一致) 


リストファイルチェックの照合の結果


が一致しません。(日付／時刻が不一


致) 


もう一度最初からファイ


ルチェックユーティリテ


ィを実行して下さい。 


０７ リストファイルの内容は一致しませんでし


た。(全ファイルチェックサムが不一致) 


リストファイルチェックの照合の結果


が一致しません。(全ファイルチェック


サムが不一致) 


もう一度最初からファイ


ルチェックユーティリテ


ィを実行して下さい。 


０８ リストファイルの内容は一致しませんでし


た。(リストファイルチェックサムが不一


致) 


リストファイルチェックの照合の結果


が一致しません。(リストファイルチェ


ックサムが不一致) 


もう一度最初からファイ


ルチェックユーティリテ


ィを実行して下さい。 


０９ スクリプトファイルが見つかりません。 指定されたファイル名のスクリプトフ


ァイルが見つかりません。 


スクリプトファイルのあ


るディレクトリを指定し


て下さい。 


０Ａ スクリプトファイル構文エラー。 指定されたスクリプトファイルの構文


に誤りがあります。 


スクリプトファイルを正


常に書き直して下さい。


０Ｂ リストファイルの 


読み込みエラー。 


リストファイルチェックで、リストフ


ァイル(FCHK.LOG)読み込み中に物理的


エラーが発生しました。 


再度プログラムを実行し


て下さい。 


０Ｃ 不正なオプションです。 起動オプションが不正です。 起動オプションを見直し


て下さい。 


０Ｄ パラメータエラー。 指定されたパラメータに誤りがありま


す。 


指定したパラメータを見


直して下さい。 


１０ スクリプトファイル読み込みエラー。 スクリプトファイルのリード処理でエ


ラーが発生しました。 


再度プログラムを実行し


て下さい。 


１１ スクリプトファイルサイズの制限を超えま


した。 


指定したスクリプトファイルサイズ


が、３２００１バイト以上です。 


スクリプトファイルのサ


イズを３２０００バイト


以下にして下さい。 


１２ ロギングファイル数の制限を越えました。ロギング対象ファイル数が、 


６５００１ファイル以上です。 


ロギング対象ファイルの


総数を６５０００以下に


して下さい。 


１３ 指定されたリストファイルの出力パス名が


見つかりませんでした。 


指定された FCHK.LOG ファイル出力先パ


ス名が見つかりません。 


実際に存在するディレク


トリを指定して下さい。
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3-1-8.自動セットアップ 
デバイスがリセットされたとき、所定ディレクトリにある Setup.exe または AutoRun.exe を自動実行します。 


 


デバイスがリセットされたとき、Flash インストーラは FlashDisk の所定ディレクトリ(￥FlashDisk¥CE¥ARM）にある Setup.exe を


自動実行します。 


このユーティリティは FlashDisk に入れたパッチやアプリケーションをインストール可能にするためにあらたに追加された機能 


です。 


① Flashインストーラは、リセット直後から、レジストリに登録されたセットアップファイルをFlashDisk内から順次検索


を行います、該当するファイルが検出された場合にこのプログラムを実行します。 


 [HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥CASIO¥UTIL¥FLSETUP] 


"1"= “¥CE¥¥ARM¥Setup.exe" 


もしユーザプログラムでも使用したい場合は、例として以下のようにレジストリを追加すれば順次実行します。 


（最大３個） 


  "2"= “¥CE¥¥ARM¥UserAppSetup.exe" 


② これらのユーティリティは上記のキーを消去することによって無効にできます。 


 


セットアッププログラム、自動実行プログラムについて 


 リセットのたびごとに、このユーティリティは Setup.exe の起動を行いますので、Setup.exe は重複してセットア


ップを行わないようにしてください。 


 


 


3-1-9.バックアップツール 


バックアップツールは、デバイス上の各種ユーザデータをＦｌａｓｈＤｉｓｋにバックアップ、リストアを行うツールです。


不慮の事故によりユーザデータが破壊されたときなどに、バックアップデータを使ってユーザデータをリストアす


ることが出来ます。 
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(1)バックアップ内容 


・ファイル（データ、追加インストールしたプログラムなどです。デスクトップＰＣから転送したファイルなども含


まれます。） 


・レジストリ（Windows CE の各種設定や、内蔵プログラムの設定情報などが含まれます。） 


・データベース（受信トレイ上のデータなどが含まれます。） 


 


● データのバックアップおよびリストアには、データ量により数十秒から数分かかります。 


● セキュリティ確保のため、バックアップ開始時にパスワードを入力することができます。これを設定した場合､


リストア時に正しいパスワードを入力しなければデータを復元できません。 


● 外部電源の供給状態でバックアップを行うことを推奨します。 


● 本機では、ＦｌａｓｈＤｉｓｋにおいてバックアップ／リストア位置が選択できます。 


（２）バックアップの操作仕様 


[スタート]-[プログラム]-[ユーティリティ] からバックアップツールを選択し、実行してください。 


 


1.開いているダイアログ等がある場合は、すべて閉じてください。 


  また、十分バッテリー残量があることを確かめてください。 


2.[スタート]-[プログラム]-[ユーティリティ] ‐[バックアップツール]を選択してバックアップツールを起動 


  してください。 


3.リストボックスから保存場所を選択してください。 


4.[バックアップ]のボタンをタップしてください。 


5.パスワードを入力する場合は 256 文字以内で入力してください。 


  ここで指定されたパスワードはバックアップイメージに埋めこまれ、リストアするときに必要となりますので、必ず 


  控えを取っておくようにしてください。確認のためパスワードは 2 回入力します。 


6.[はい]ボタンをタップすると実行中のアイコンが表示され、バックアップが開始されます。 


7.選択したフォルダの¥Backup¥backup.dat へバックアップします。 


8.バックアップには数分かかる場合がありますが、その間キーボード入力やペンタップなどの一切の操作を行わ


ないでください。 


画面表示の内容 


FlashDisk: ******* 未使用  ：選択されている FlashDisk の空き容量 


データ記憶用メモリ: ****** 使用中 ：システムが利用しているメモリ容量 


 


※ バックアップを行なえる目安として、 


FlashDisk > データ記憶用メモリ 


となっていればバックアップデータを保存する事ができる。 
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（３）リストアの操作仕様 


1.あらかじめ FULL RESET を行い全てのデータを消去してください。 


  必要に応じて、コントロールパネルにあるシステムを起動して、[メモリ]タブを選択して十分なデータ記憶用領 


域を確保してください。 


2.[スタート]-[プログラム]-[ユーティリティ] ‐[バックアップツール]を選択して、バックアップツールを起 


  動してください。 


3.[リストア]のボタンをタップしてください。 


4.バックアップ時にパスワードを指定していた場合、そのパスワードを入力してください。 


5.実行中のアイコンが表示され、リストアが開始されます。 


6.リストアには数分かかる場合がありますが、その間キーボード入力やペンタップなどの一切の操作を行わない


でください。 


7.本体をリセットしてください。 


 


※ リストアに失敗、または中断すると、システムが不安定になることがあります。必ず FULL RESET を


行い、リストアしなおしてください。 


(4)バックアップデータの削除 


1.バックアップツールの起動画面で、[バックアップファイルの削除]のボタンをタップしてください。 


2.[はい]をタップするとバックアップファイルが削除されます。 


 


(5)エラー処理 


手動バックアップ、自動バックアップ、リストア機能で下記の条件の場合、エラーとなりメッセージが表示されます。


この場合、問題を解決して再度実行してください。 


 


・バッテリー状態が LOW 


・バックアップデータ無し (リストア時) 


 


(６)Help 処理 


以下の操作により Help 画面を起動することができます。 


 


・[スタート]-[ヘルプ] をタップして起動してください。 


・右上にある [×]ボタンを押すと、アプリケーションに戻ります。 
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(７)コマンドライン起動オプション 


下記コマンドラインオプションにより、バックアップツールをユーザーアプリケーションから呼び出して利用するこ


とが可能です。 


 
書式：CF_Backup.exe /op1 /op2 /op3 


   op１：Ｒ，Ｂ 大文字小文字どちらでも可  Ｒ：リストアー 
                             Ｂ：バックアップ 
   op２：バックアップファイル保存ディレクトリ 
       FlashDisk に保存する場合 
           CF_Backup.exe /B /FlashDisk 
           ¥FlashDisk¥Backup¥Backup.dat を作成します 
         FlashDisk からリストアする場合 
           CF_Backup.exe /R /FlashDisk 
           ¥FlashDisk¥Backup¥Backup.dat を利用してリストアします 
   op３：パスワード パスワードは、設定する場合のみです。入力しなくてもかまいません。 
 
(８)バックアップツールの対象となるファイル情報 


１. RAM 上のファイル 


２. レジストリ 


  ただし、パスワード、スタイラス補正情報は除く 


３． 受信メール 


４． IE のクッキー、テンポラリーファイル 


５． 証明書 


 


 


 


3-1-10.自動復旧ツール 


１． 概要 


本ツールはバックアップツールを使って 


(1) システムデータのバックアップ 


(2) システムデータのリストア 


(3) ユーザが指定するアプリケーションの自動実行 


を行います。 


本ツールにより、バックアップツールの起動・操作を自動化することが出来ます。 
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２． バックアップについて 


バックアップは次の動作により行います。 


１． スタート→プログラム→ユーティリティにある“自動復旧ツール”を実行します。 


① 起動したら、“¥FlashDisk¥CE¥ARM¥”以外のフォルダで実行されていることを確認し、バ


ックアップモードに移行します。 


② ユーザセットアップアプリが所定のフォルダにある場合、これらを以下のレジストリに登録しま


す。 


[HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥CASIO¥UTIL¥FLSETUP] 


”1”=”¥CE¥ARM¥SetApl1.exe” 


”2”=”¥CE¥ARM¥SetApl2.exe” 


”3”=”¥CE¥ARM¥SetApl3.exe” 


ユーザセットアップアプリの名前と保存場所： 


名前：SetApl1.exe, SetApl2.exe, SetApl3.exe 


フォルダ：¥FlashDisk¥CE¥ARM¥ 


③ カードバックアップツールを自動的に起動し、バックアップを行います。 


④ バックアップが終了します。 


（カードバックアップツールの終了メッセージボックスの表示内容からバックアップの成功／失


敗を確認します。確認したらメッセージボックスを自動的に閉じます。） 


⑤ バックアップが完了したことを表すフラグ情報を以下のレジストリに保存します。 


[HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥CASIO¥UTIL¥RESTORE] 


”RestoreFlag”=1 


２． 終了メッセージが表示されます。 


 


 


３．リストアについて 


リストアは次の動作により行います。 


１． フ ル リ セ ッ ト 後 、 シ ス テ ム が 起 動 し 、 Welcome 画 面 が 表 示 さ れ て か ら 約 10 秒 後 、


“¥FlashDisk¥CE¥ARM¥***.exe“にリネームしてコピーされた本ツールがシステムから呼び出され、


自動的に起動します。 （ファイル名については、Setup.exe とならないよう、別名を現在検討中） 


① 以下のレジストリ情報が読めないことをチェックし、メモリ情報が消去されていることを確認しま


す。メモリ情報が残っていた場合、リストアを行わずに終了します。 


[HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥CASIO¥UTIL¥RESTORE] 


”RestoreFlag”=1 


② Welcome 画面が自動的に閉じられます。 


２． キャリブレーションデータ(¥FlashDisk¥Calibrate.dat)がない場合、キャリブレーション設定画面が表


示されます。画面の指示にしたがってキャリブレーション設定を行います。 
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３． 日付／時刻設定画面が表示されます。設定を行い、[OK]をタップして画面を閉じます。 


４． バックアップ時に“FlashDisk¥CASIO”にコピーしたカードバックアップツールが自動的に起動され、リ


ストアを行います。 


① リストアが終了します。 


（カードバックアップツールの終了メッセージボックスの表示内容からリストアの成功／失敗を


確認します。確認したらメッセージボックスを自動的に閉じます。） 


② 以下のレジストリにリストア完了情報を保存します。 


[HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥CASIO¥UTIL¥RESTORE] 


”RestoreFlag”=1 


５． リストア終了のメッセージが表示されます。その 5 秒後にリセットが実行されます。 


６． システムの再起動後、ユーザセットアップアプリが自動実行されます。 


 


４．ログ機能 


¥FlashDisk¥CE¥ARM¥Restore.log にログを保存します。バックアップ／リストア合わせて最大 30 回分保


持し、30 回を超えたときは古いログから削除されます。 


 


５．リストア時のスキップ機能 


リストアモード起動時に、[5]キーが押されていた場合、警告音がなり、処理をスキップして終了します。 


 


６．エラーについて 


次の条件の時、エラーが起こります。 


 ローバッテリー状態でバックアップ／リストアを行ったとき。 


 FlashDisk の空き容量が足りない状態でバックアップを行ったとき。 


 メモリの空き容量が足りない状態でバックアップ／リストアを行ったとき。 


 


 


3-1-１1.コントラスト/バックライトユーティリティ 


コントラストの調整と輝度（バックライト）の調整及び自動減光／オフの設定が可能です。 


 


（１）コントラスト 


コントラストタブをタップして、コントラストを９段階で設定します。（デフォルト：５） 


 


（２）バックライトの明るさ 


明るさ（バッテリ）タブを選択して、バッテリ駆動時の明るさを９段階で設定します。（デフォルト：７） 


明るさ（バッテリ）タブを選択して、バッテリ駆動時の自動減光時の明るさを８段階で設定します。（デフォルト：３） 


明るさ（外部電源）タブを選択して、外部電源駆動時の明るさを９段階で設定します。（デフォルト：９） 
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（３）バックライトの自動減光／バックライトオフ 


電源オンした状態で、キーやタッチパネルの入力を一切行わないで放置したときに、節電のためにバックライト 


を自動的に減光またはオフします。 


バックライトタプを選択して、バッテリ駆動時に自動減光をする／しないの選択と、“する”を選択した場合の自動 


減光までの時間を設定します。（デフォルト：１分） 


バックライトタﾌﾞを選択して、外部電源駆動時またはバッテリ駆動時にバックライトオフをする／しないの選択と、 


“する”を選択した場合のバックライトオフまでの時間を設定します。（デフォルト：５分） 


自動減光とバックライトオフの両方が設定されていた場合は、設定時間の短い方が有効となります。 


外光直下時に節電のためにバックライトを自動的にオフさせる機能を利用する場合は、“明るい場所で”をチェッ


クします。 


 


（４）照光キー 


画面のバックライトが点灯している時に暗い場所へ移動した場合、自動的にキーに内蔵されているライトを点灯


させる機能を制御します。この機能を利用する場合は、チェックボックスにチェックを入れてください。点灯する時


間は、バックライトの自動減光するまでの時間です。 
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3-1-１2.日付と時刻プロパティのパスワードツール 


末端のユーザーに日付と時刻の修正ができないように、コントロールパネルの日付と時刻を開く際にパスワードをかける


ためのツールです。 


パスワードを設定するとコントロールパネルの日付と時刻を開く際（スタート→設定→コントロールパネル→日付と時刻）


にパスワードを求められます。 


また、設定したパスワードを修正するためには、前回設定したパスワードを入力しなければ変更できません。 


ただし、パスワードを設定しても、ActiveSync 及び LMWin を利用し、接続した PC との時間の同期を行うオプション指


定を有効にすると時間の同期を行ってしまいます。 


 


パスワードで設定できる文字数は、10 文字以内です。また、パスワードの情報は、FlashDisk とレジストリに保存します。


保存されているファイルは、暗号化されているため、ファイルを開いても設定されているパスワードはわかりません。


FlashDisk 上のファイルがユーザーにより削除されても、レジストリの値を利用してパスワードがかかります。FlashDisk


上のファイルを削除された状態で、フルリセットが発生するとパスワードは解除されてしまいます。（ただし、通常の運用


では、自動復旧ツールが働きファイルとレジストリが復旧するので、パスワードが解除されることはありません） 


子機作成時は、FlashDisk とレジストリに情報を保存しているので、本体コピーツールを利用すれば、パスワード情報も


コピーされます。 
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3-1-１3.IME 設定 


画面に IME ツールバーを表示させたり、非表示にさせたりするためのツールです。ツールは、コントロールパネルの中


に入っています。チェックボックスに入力し“OK”ボタンを押すと状態が反映されます。このツールは、 


 


     


 





		画面表示の内容
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3-1-14.本体コピーツール 


本体コピーツール（HTCopy.exe）は、簡単に子機を作成するためのツールです。 


セットアップされたマスタからその内容を、そのまま子機へ赤外線を使用してコピーします。 


コピーできる内容は、以下のとおりです。 


対象 内容 備考 


RAMディスク   


Flashディスク   


レジストリ 
System 


User 
 


データベース   


日付時刻 
送信側に設定されている日時を


受信側に転送します。 


通信状況により、数秒程度ずれ


が発生することがあります。 


 
[スタート]-[プログラム]-[ユーティリティ]-[本体間コピー]を選択して起動します。 
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送信側の端末は[送信]ボタンのタップにより表示される送信設定ダイアログで送信するファイル及びレジストリを 


チェックします。 


[送信開始]ボタンをタップすると、送信内容をチェックした後、送信を開始します。 


なお、送信設定ダイアログで設定できる内容は以下のとおりです。 
  ・ラムディスク ・・・・・・・・・ RAM 内にあるファイル 
  ・フラッシュディスク ・・・・ FlashDisk 内にあるファイル 
  ・日付時刻 ・・・・・・・・・・・ 日付時刻に関するファイル 
  ・Reg.ALL ・・・・・・・・・・・ 全てのレジストリ情報（Reg.User と Reg.Display も自動的にチェックされます）  
  ・Reg.User ・・・・・・・・・・・ ユーザレジストリ情報 
  ・Reg.Display ・・・・・・・・ その他のレジストリ情報 
  ・DataBase ・・・・・・・・・・ Inbox 等のデータベース 
 
受信側の端末は[受信]ボタンのタップにより表示される受信設定ダイアログで、[受信開始]ボタンをタップすると 


受信を開始します。 
 
メニュー構成は以下のとおりです。 
  [ファイル]-[送信] ・・・・ 送信設定ダイアログを表示します 
  [ファイル]-[受信] ・・・・ 受信設定ダイアログを表示します 
  [ファイル]-[閉じる] ・・・ 本体コピーツールの実行を終了します 
 
 
 


 


 


3-1-15.電卓 


電卓は、12 桁の電卓アプリケーションです。 


基本計算，定数計算，逆数計算，開平計算，パーセント計算の各種演算機能をサポートします。 


表示領域の上段にはメモリー内容を、下段には計算値（演算時の 


四則演算符号と定数（Ｋ）を含む）を表示します。 


［COPY］ボタンを押すと計算値をクリップボードにコピーします。 


画面右上の［×］ボタンを押すと電卓を終了します。 


メニューの構成は以下のとおりです。 


 ［編集］－［コピー］：計算値をクリップボードにコピー 


 ［編集］－［バージョン情報］：バージョン情報表示 
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演算仕様はカシオ電卓に準拠します。具体的な操作仕様について説明します。 


 基本計算 


例題 操作 表示窓 


52+123-63=113 53+ 


123- 


63= 


+             53. 


-            176. 


             113. 


2.3×6×5.2=71.76 2.3×6×5.2= 71.76 


(56×3-89)÷5.2+63= 


        78.1923076923 


56×3－89÷5.2+63＝ 78.1923076923 


1234567890×741852＝ 


915867892900170 


1234567890×741853＝ E   915.867892900 


 定数計算 


例題 操作 表示窓 


12+23=35 


45+23=68 


7-5.6=1.4 


2-5.6=3.6 


2.3×12= 


4.5×12＝54 


45÷9.6＝4.6875 


78÷9.6＝8.125 


17＋17＋17＋17＝68 


（2.3）4 ＝27.9841  


23＋＋12＝ 


45＝ 


5.6― ―7＝ 


2＝ 


12××2.3＝ 


4.5＝ 


9.6÷÷45＝ 


78＝ 


17＋＋＝＝＝ 


2.3××＝＝＝ 


K＋          35. 


K＋          68. 


K－          1.4 


K－         -3.6 


K×         27.6 


K×          54. 


K÷       4.6875 


K÷        8.125 


K＋          68. 


K×      27.9841 


 逆数計算 


例題 操作 表示窓 


45÷9.6＝4.6875  9.6÷÷45＝ K÷       4.6875 


 開平計算 


例題 操作 表示窓 


５＝2.23606797749 ５  2.23606797749 


4８１＝３ 81  3. 


( ２＋ ３)×3＝ 2 ＋3 ×3＝ 9.43879310979 


 パーセント計算 


例題 操作 表示窓 


割合 


1500 円の 26％は 


 


1500×26％ 


 


390.


割増し 


3620 円の 15％増しは 


 


3620×15％＋ 


 


4163.


値引き 


4750 円の 4％引きは 


 


4750×4％－ 


 


4560.


比率 


75 個は 250 個の何％か 


 


75÷250％ 


 


30.


変化率（増減比率） 


141万円は120万円の何％アップか


240 円は 300 円の何％引きか 


 


141－120％ 


 


240－300％ 


 


17.5 


 


-20. 
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売価設定 


仕入価格3540 円の品物に、売価の


25％の利益を見込んだとき、売価


および利益額は 


 


3540＋25％ 


(続けて) － 


 


4720. 


1180. 


 メモリー計算 


例題 操作 表示窓 
80×9＝720 


－) 50×6＝300 


20×3＝ 60 


(合計) 480 


AC MC   80×9 M+ 


 50×6 M- 


 20×3 M+ 


 MR 


M            720. 


M            300. 


M             60. 


M            480. 


(2*3)+(2*3)+4.5+4.5-4.5 


=16.5 


AC MC 2×3 M+ M+ 4.5 M+ M+ M- 


MR 


 


M            16.5 


193.2÷23＝8.4 


193.2÷28＝6.9 


123－193.2＝－70.2 


AC MC  193.2 M+ ÷ 23＝ 


MR ÷28＝ 


123－MR ＝ 


M            8.4 


M            6.9 


M          -70.2 


9×6＋3   


8×(7－2) 


AC MC 7－2×8 M+ 9×6＋3÷ MR 


＝ 


M           1425. 


 エラー計算 


例題 操作 表示窓 


1234567890×741852＝ 


915867892900170 


1234567890×741853＝ E   915.867892900 


      ※ 桁オーバーになると“E”を表示し、小数点は「億の位」を表示します。 
        “E”表示後、計算を続ける時は［C］ボタンを、新たな計算を始めるときは［AC］ボタンを押します。 
 


 


 


 


 


3-1-16.WELCOME ウイザード 


Ｗｅｌｃｏｍｅウイザードは、従来の PPC のＷｅｌｃｏｍｅウイザードの機能に加え、ユーザ情報設定を行います。 


ここで設定する内容は、以下のとおりです。 


  ・タッチパネル調整 


  ・オーナー情報入力 


  ・日付時間設定 


なお、設定をスキップすることが可能です。また、パスワードの設定により、フルリセット時でも日付時間設定を


表示させないことが可能です。 


（ただし、RTC がクリアされた場合のフルリセット時には、日付時間設定を表示します。） 


 また、FlashDisk に FirstDisp.bmp（¥FlashDisk¥FirstDisp.bmp）を入れておくと、そのファイルを


WELCOME ウィザードの起動画面とします。ファイルの画面サイズは、240*320 として下さい。 
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3-1-17.FileViewer 


PC で作成した Word，Excel，PowerPoint，PDF，画像ファイルを画面上に表示するソフトウェアです。 


Word，Excel，PowerPoint，PDF，画像の各ファイルは、表示するだけで編集することはできません。 


Word ファイルを表示するには、[スタート]-[プログラム]-[Viewer]-[ClearVue Document]で「ClearVue Document」を起 


動し、[ファイル]-[開く]メニューの選択により表示されるダイアログで Word ファイルを指定します。 


Excel ファイルを表示するには、[スタート]-[プログラム]-[Viewer]-[ClearVue Worksheet]で「ClearVue Worksheet」を 


起動し、[ファイル]-[開く]メニューの選択により表示されるダイアログで Excel ファイルを指定します。 


PowerPoint ファイルを表示するには、[スタート]-[プログラム]-[Viewer]-[ClearVue Presentation]で「ClearVue  


Presentation」を起動し、[ファイル]-[開く]メニューの選択により表示されるダイアログでPowerPointファイルを指定します。 


PDF ファイルを表示するには、[スタート]-[プログラム]-[Viewer]-[ClearVue PDF]で「ClearVue PDF」を起動し、 


[ファイル]-[開く]メニューの選択により表示されるダイアログで PDF ファイルを指定します。 


画像ファイルを表示するには、[スタート]-[プログラム]-[Viewer]-[ClearVue Image]で「ClearVue Image」を起動すると、 


指定したフォルダ内（デフォルトは「My Documents」）にある画像ファイルがサムネイル表示されます。 


なお、表示可能なファイルは、以下のとおりです。 


  ・Word ： Microsoft Word 97，Word 2000，Word XP で作成されたファイル 


  ・Excel ： Microsoft Excel 97，Excel 2000，Excel XP で作成されたファイル 


  ・PowerPoint ： Microsoft PowerPoint 97，PowerPoint 2000，PowerPoint XP で作成されたファイル 


  ・PDF ： PDF ファイル 


  ・画像 ： BMP，JEPG，PNG ファイル 


 
 
3-1-18.Bluetooth 設定ツール 


Bluetooth モニタは、Bluetooth デバイスとの接続および設定を実行するためのツールです。  
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（１）メニュー 


名画面のメニューには、以下のものがあります。 


[ファイル] 


 －[通常使うデバイスに設定] 指定した Bluetooth デバイスをデフォルトにする 


 －[デバイスの信頼]  指定した Bluetooth デバイスのボンディング 


 －[名刺交換]  ObjectPush による名刺交換 


 －[ファイル送信…]  ＯｂｊｅｃｔＰｕｓｈによって送信するファイルを参照から選択 


 －[プロパティ]  指定した Bluetooth デバイスのプロパティ表示 


 ――――― 


 －[デバイスの追加]  新たにデバイスを追加 


 ――――― 


 －[最小化]   ウインドウの最小化 


－[終了]   Bluetooth モニタの終了 


[表示] 


 －[信頼済みデバイスの表示] 信頼済みデバイスの表示／非表示の切り替え 


――――― 


 －[大きいアイコン]  Bluetooth デバイスを大きいアイコンで表示 


 －[小さいアイコン]  Bluetooth デバイスを小さいアイコンで表示 


 －[一覧]   Bluetooth デバイスを一覧表示 


 －[詳細]   Bluetooth デバイスを詳細表示 


 ――――― 


 －[アイコンの整列] 


  －[名前順]  アイコンを名前順に昇順ソート 


  －[種類順]  アイコンを種類順に昇順ソート 


  －[アドレス順]  アイコンをアドレス順に昇順ソート 


 －[デバイスの探索]  Bluetooth デバイスの問い合わせ 


[ツール] 


 －[FTP クライアント]  FTP クライアント ダイアログを表示 


 －[FTP サーバ]  FTP サーバモードの有効／無効 


 ――――― 


－[オプション]  Bluetooth モニタのオプション設定 


[ヘルプ] 


 －[バージョン情報] バージョン情報の表示 
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（２）ポップアップメニュー 


メイン画面でホールド（タッチパネルを長押し）したときに表示されるメニューは以下の通りです。 


 


<アイコン選択時> 


[通常使うデバイスに設定] 指定した Bluetooth デバイスをデフォルトにする 


[デバイスの信頼]  指定した Bluetooth デバイスのボンディング 


[名刺交換]  ObjectPush による名刺交換 


[ファイル送信…]  ＯｂｊｅｃｔＰｕｓｈによって送信するファイルを参照から選択 


――――― 


[プロパティ]  指定した Bluetooth デバイスのプロパティ表示 


 


<アイコン非選択時> 


[ツリーの表示]  ツリーの表示・非表示の切り替え 


[信頼済みデバイスの表示] 信頼済みデバイスの表示／非表示の切り替え 


――――― 


[表示] 


 －[大きいアイコン]  Bluetooth デバイスを大きいアイコンで表示 


 －[小さいアイコン] Bluetooth デバイスを小さいアイコンで表示 


 －[一覧]  Bluetooth デバイスを一覧表示 


 －[詳細]  Bluetooth デバイスを詳細表示 


 [アイコンの整列] 


 －[名前順]  アイコンを名前順に昇順ソート 


 －[種類順]  アイコンを種類順に昇順ソート 


 －[アドレス順]  アイコンをアドレス順に昇順ソート 


[デバイスの探索]  Bluetooth デバイスの問い合わせ 


 


また、メイン画面のアイコンをダブルタップしたときは以下の処理が実行されます。 


 


<ダブルタップ時> 


[プロパティ]表示  指定した Bluetooth デバイスのプロパティ表示 
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（３）デバイスのプロパティ 


メニューからプロパティを選択すると、Bluetooth デバイスのプロパティが表示されます。 


 


<Bluetooth アドレス>  Bluetooth デバイスの Bluetooth アドレス 


<デバイス名>  Bluetooth デバイスのデバイス名 


<デバイスタイプ>  Bluetooth デバイスのデバイスタイプ 


<サービス>  Bluetooth デバイスのサービス情報一覧 


[サービスの検索]  指定した Bluetooth デバイスのサービス情報の取得 


[デバイスの信頼]  指定した Bluetooth デバイスのボンディング 
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（４）オプション ダイアログ 


メニューからオプションを選択すると、HT の Bluetooth 設定オプションが表示されます。 
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オプションで表示される設定タブは以下の通りです。 


 


[デバイス] 


<Bluetooth アドレス>  Bluetooth デバイスの Bluetooth アドレス 


（参照のみ・変更不可） 


<デバイス名>  Bluetooth デバイスのデバイス名 


<デバイスタイプ>  Bluetooth デバイスのデバイスタイプ 


[セキュリティ] 


 <セキュリティ レベル>  セキュリティレベルの設定 


 <暗号化を有効にする> 暗号化の ON・OFF 切り替え 


[ファイル送受信] 


 <名刺ファイルの場所>  名刺ファイルフォルダのパス 


 <受信ボックスフォルダの場所> 受信ボックスフォルダのパス 


 <FTP サーバフォルダの場所> FTP サーバモード時に使用するフォルダのパス 


 [電力制御] 


 <相手からの低消費電力モードを受け入れる>  


<相手に低消費電力モードの問い合わせをする> 省電力モードの ON・OFF 切り替え 


  <スニフ>  一定間隔(スニフ間隔)で送受信を行い、それ以外は電力を抑える(S) 


<ホールド> ピコネットへの同期は維持、一定時間(ホールド時間)後に通信を再開


する(M,S) 


  <パーク>  ピコネットへの同期は維持して待機状態移行する(S) 


※(M)はマスタ、(S)はスレーブを表す 


 <Wake On 機能を有効にする> Bluetooth モニタの Wake On を可能にする 


[その他] 


 <起動時にデバイスを探索する> Bluetooth モニタ起動時にデバイスの問い合わせを行う 


 <デバイス名を自動的に取得する> 探索時に自動的にデバイス名を取得 


 <他のデバイスからの探索に応答する> 他のデバイスから探索可能にする 
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（５）Bluetooth 機能について 


 


PassKey の交換 


デバイスの信頼や接続を行うと、下記の画面が表示され、PassKey（PIN コード）を要求されることがあります。


接続する機器に指定されている Passkey か、任意の ASCII 文字（16 文字以内）を入力してください。 


 


 


Object Push プロファイルによるファイル転送 


メニューからファイルの送信を選択すると、Object Push プロファイルを用いてファイルを送信することが出来ま


す。 


※ 相手機器によっては固定の拡張子(vcf など)のみを受け入れるものがあるため、使用する際は相手機器の


マニュアル等で確認してください。 
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接続機器の選択 


ダイヤルアップや LAN プロファイルを使用したネットワーク接続をする際に、デフォルトデバイスが指定されて


いない場合、以下の画面が表示され、接続する機器を選択します。 


 


 


[接続]   選択した機器と接続します 


[アドレスの入力] 接続したいデバイスが一覧に表示されない場合、Bluetooth アドレス


を直接入力します 


[一覧の更新] 表示されているデバイス一覧を更新します 


[キャンセル] 接続を中断します 
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（６）Bluetooth FTP クライアント 


メニューから FTP クライアントを選択すると、Blueooth FTP プロファイルによるファイル転送をすることが出来ま


す。 


 


   


４ ３ ２ 


１ サーバのファイル


がここに表示され


ます 


ローカルのファイ


ルがここに表示さ


れます 


図．１ 図．２ 


Bluetooth FTP クライアント 


１． ＦＴＰサーバ（以下サーバ）への接続 


   メニューから[ツール]-[FTP クライアント]を選択して FTP クライアントモードで接続します。（図．１） 


 接続完了のメッセージ表示後、ＦＴＰクライアントのウインドウが開きます。（図．２） 


２． サーバにファイルを送信 


ローカルファイルのリストの中からファイルを選択して、[送信ボタン]を押します。 


送信後、リモートフォルダのリストが更新され、送信したファイルが表示されます。 


３． サーバからファイルを受信 


リモートフォルダのリストの中からファイルを選択して、[受信ボタン]を押します 


受信後、ローカルフォルダのリストが更新され、受信したファイルが表示されます。 


４． サーバから切断 


画面右下の[切断ボタン]を押します。 


サーバとの接続を切断後、ウインドウを閉じます。 


 


Bluetooth FTP クライアント仕様 


１． ファイルの複数選択が出来ます。 


２． フォルダ転送は可能です。(フォルダ内のファイルおよび下層フォルダも転送します) 


３． サーバおよびクライアントに既に同名ファイルがあった場合、上書き確認後に書き込み、または中止し


ます。 


ただし、受信側ファイルの属性が読み取り専用である場合、書き込みを中止します。 
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※ サーバ側で共有ファイルを操作していないことを前提とします。 


 


Bluetooth FTP サーバ 


メニューから[ツール]-[FTP サーバ]を選択して FTP サーバモードを有効にします。 


他の Bluetooth 機器（FTP クライアント）から FTP 接続を要求された場合は、その機器名を表示して 


FTP サーバ機能を実行します。 


接続した Blutooth 機器から接続を終了するか、[切断]ボタンをタップすると通信が切断され、FTP サーバ機能


が終了します。 


 


(７) SR モード値の変更方法 


参照レジストリ： 


  KEY: HKEY_LOCAL_MACHINE¥Drivers¥BuiltIn¥XCBTStack 


Value: SRMode (DWORD) 


 


参照した値と SR モードの関係： 


 設定値（DWORD） 0 のとき：R0 


 設定値（DWORD） 1 のとき：R1 


 設定値（DWORD） 2 のとき：R2 


 


レジストリが設定されていない場合、およびレジストリの値が不正なときは、SR モードは R0 に設定されます。


レジストリの内容を書き換えたならば、HT をリセット後よりモードが変更されて動作します。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


3-64  







     CASIO CONFIDENTIAL                             


 


3-1-19.ユーザー通知メッセージ一覧 
システムでユーザ通知するメッセージ一覧です。 


 


内容 メッセージ ｗPARAM ｌPARAM 


電源 ON 通知 WM_POWERBROADCAST PBT_APMRESUMESUSPEND ０ 


電源 OFF 通知 


（電源オフキー禁止時のみ） 


WM_POWERBROADCAST PBT_APMSUSPEND ０ 


 


主電池低下警告通知 WM_POWERBROADCAST PBT_APMBATTERYLOW ０ 


IOBOX 着脱通知 WM_USER+0x500 0:脱/1:着 ０ 


Fn キーON/OFF 通知 WM_USER+0x502 0:OFF/1:ON ０ 


WakeOnRing 通知 WM_USER+0x503 １ ０ 


プログラムキー通知 右 WM_USER+0x504 １ ０ 


プログラムキー通知 左 WM_USER+0x504 2 ０ 


キーモード通知 WM_USER+0x506 キーモード ０ 


MCR 読取通知 WM_USER+0x520   


CMOS スキャナ読取通知 WM_USER+0x540   
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3-2.インストールソフトウェア本体内蔵 Application 
CASIO が提供する本体に内蔵されていない Application について説明します。 


 


3-3.ホストユーティリティ 
CASIO が提供する PC 上で実行する Application について説明します。 


 


3-3-1.LMWIN 


LMWIN は、簡単なスクリプト記述で PC-HT 間でファイル送受信が可能な通信ユーティリティです。 


接続した端末の時刻を設定する機能があります。  


 


DT-9700とPCを直接接続する場合、LMWINの通信設定は以下のように指定します。 


使用するインターフェイス FLCEの指定 LMWINの通信設定 


8pinシリアル COM1 RS-232-C 


赤外線(IrDA) IrDA B.S/B.B(IOBOX) 


Bluetooth シリアルプロファイル 接続できません 接続できません 


Bluetooth LANプロファイル LAN TCP/IP(New) 


有線/無線LAN LAN TCP/IP(New) 


 


IOBOXを連鎖接続して使用する場合、LMWINの通信設定はマスタIOBOX（PCと直接接続しているIOBOX）


に合わせる必要があります。（FLCE側の指定は“IrDA”です） 


マスタとなるIOBOX 接続ケーブル LMWINの通信設定 


PX-842 USB/RS-232-C B.S/B.B(IOBOX) 


DT-5160 USB/RS-232-C B.S/B.B(IOBOX) 


DT-5060 RS-232-C RS-232-C 


DT-9660 RS-232-C RS-232-C 


DT-9665 SCSI SCSI 


DT-9666 10BASE-T TCP/IP 


 


 





